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謝

霊

運
の

生

涯
は

、

 

起

家
の

頃

ま
で

 
劉
裕
に

仕
え

る

ま

で

 
宋

朝
に

仕
え

て

か

ら

永

嘉
太

守
に

左

遷
さ

れ

る

ま

で

 
永

嘉
太

守
の

時
期

 
始

寧
隠
棲

前
期

 
文

帝
の

徴
召

と

始

寧
隠
棲

後
期

 
広

州

流

罪
と

棄

市

に

分
け
る

こ

と

が

で

き

る
。

そ
の

四

十
九

年
の

生

涯
の

詳
細

を
明
ら

か

に

す

る

た

め

に
、

以
下
、

順
を

追
っ

て

見

て

い

く
こ

と

に

す
る

。

こ

の

度
は

 
と

  、

す
な

わ

ち

「

東

晋
末
に

お

け
る

謝
霊

運
」

に
つ

い

て
、

次
の

順

序
で

述
べ

る

こ

と

に

す
る

。

　
一
、

誕
生
か

ら

烏
衣

巷
の

暮
し

ま
で

　
二
、

起
家
か

ら

大

司

馬

参
軍、

劉

毅
幕
下
ま

で

　
三
、

劉
毅

幕
下
か

ら

劉
裕
幕
下

ま
で

　
四、

劉
裕

幕
下

一
、

誕

生

か

ら

烏
衣

巷
の

暮
し

ま

で

　
1

誕
生

と

幼
・

少

年
期

　

謝
霊

運

は

東
晋
の

武

帝
の

太

元
十

年
（

三

八

五
）

に

生

ま
れ

た
。

父

親
は

謝
喚
、

母

親
は

劉
氏
で

王

羲
之
の

子

獻
之
の

甥
女

。

祖
父

は

謝
玄

。

謝
玄
の

従
叔

は

謝

安
で

あ
つ

た
。

霊

運
の

誕
生

、

お

よ

び

幼
年

期
の

様

子
に
つ

い

て

は
、

梁
・

鍾

蠑
の

『

詩
品
』

上

品
、

謝
霊

運
の

條
に

次
の

よ

う

に

あ

る
。

　

初
め

銭
唐
の

杜
明

師
、

夜

に

「

東
南
に

人

有
り

、

來
り

て

其
の

　

館
に

入

る
」

を
夢
む

。

是

の

夕
べ

、

即
ち

霊

運

は

会
稽
に

生

ま

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
し

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

が

た

　

る
。

旬

日

に

し

て

謝
玄
亡

す
。

其
の

家
、

子

孫
の

得
難
き

を
以

　
て
、

霊

運

を

杜
治
に

送
り

て

之

を

養
は

す
。

十
工

に

し

て

方
め

　
て

都
に

還
る

。

故
に

小

名
は

客
児

な
り

。

　
　

初
銭
唐
杜

明

師、

夜
夢
東
南
有

人
、

来

入

其
館

。

是

夕

即

霊

運
生

於

　
　

会
稽

。

旬
日

而

謝
玄
亡

。

其
家
以

子

孫
難
得、

送
霊

運
於

杜
治
養
之

。

　
　

十
五

方
還
都。

故

小

名
客
児

。

謝

玄
が

亡

く

な
っ

た
の

は

太

元

十
三

年
、

霊

運
が

四

歳
の

時
の

こ

と

で

あ

り
、

「

旬
日

に

し

て

謝
玄
亡

す
」

と

い

う
記

事
と

は

合
わ

な

い
。

太

元

十
年
に

亡

く

な
っ

た

の

は

謝

安
の

方
で

あ

り
、

「

謝

　
し

玄
亡

す
」

は

「

謝
安
亡

す
」

の

譌
り

で

あ
ろ

う
が

、

い

ず
れ

に

し

ろ

霊

運

は
、

名

士

で

あ

り

大

人

物

で

あ
っ

た
一

族
の

棟
梁
の

生

ま

れ

変
わ

り

と

い

う
考
え

を
、

謝

家
の

人
々

は

持
っ

て

い

た

ら

し

い
。

　
　

　

　

くユ
リ

　

　
　
　

め

ぐ

「

霊
運
」

（

霊
し

き

運

り

あ

わ
せ
）

と

い

う

名
は
、

そ

の

こ

と

と

関

一 1 一
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わ
り

が

あ
る

の

で

あ

ろ

う
。

　

会
稽
で

生

ま

れ

た
霊

運
は
、

謝
家
の

後
継
ぎ
と

し

て

大
切

に

育

て

る

た
め

に
、

霊

運

誕
生
に

縁
の

あ

る

杜
明

師

に

養

育
を

依
頼
す

る

こ

と

に

な

り
、

彼
の

住
む

「

杜
治
」

に

送
ら

れ

た
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　
と
　

ニロ
つ

　
「

杜
明

師
」

と

は
、

杜
昊
、

字
は

子

恭
の

こ

と
で

、

『

南

史
』

沈
約
伝
に

よ

れ

ば
、

　
　

　

　
　

　

　
　
と

か

う

　

初
め

銭
唐
の

人

杜

昊
、

字
は

子
恭

。

通

霊

に

し

て

道

術
有
り

。

　

東
土

の

豪

家
、

及

び

都
下

の

貴
望

は
、

並

び

に

之

に

事
へ

て

弟

　

子

と

為
る

。

　
　

初

銭
唐

人

杜
昊、

字

子
恭

。

通

霊
有
道
術

。

東
土

豪
家
及

都
下
貴
望、

　
　

並

事
之

為

弟
子

。

と

あ

り
、

ま

た

『

三

洞

珠

嚢
』

巻
一

、

救
導
品
、

道

學
伝
に

は
、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
む
な

　
　

　
　

　
　

　
　

ひ

と
　

　
つ

く

　

杜

昊、

字
は

子

恭
。

〜
心

を

虚
し

く

し

て

物
を
拯
ひ
、

信

施
を

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
の

　

求
め

ず
。

遂
に

治
静
を
立

て

て
、

広

く
救

護
を
宣
べ

、

立

ち

ど

　
　

　

　
し

る

し

　

こ

ろ

に

験

あ
ら

ざ
る

莫
し

。

　
　

杜
昊、

字
子

恭
。

〜
虚

心

拯
物、

不
求

信

施
。

遂
立

治

静
、

広

宣
救

　
　

護、

莫
不
立

験。

と

あ
る

。

す
な

わ

ち
霊

運
は

幼
い

頃
、

銭

唐
の

道
士

で

あ
る

杜

昊

（
一

に

杜

艮
）

の

「

治

静
」

に

預
け

ら

れ

た

の

で

あ
っ

た
。

　

そ

う
し

て

霊
運

は
、

十
五

歳
に

な
っ

て

始
め

て

銭
唐
か

ら

都
建

康
に

還
っ

て

き
た

。

　

2

烏
衣

巷
の

時
期

　

建

康

に

還
っ

た

霊

運
は

、

従

叔
の

謝
混
（
謝

安
の

孫
）

の

邸
、

そ

れ
は

陳
郡
の

謝
氏

が

集
ま
っ

て

住
ん

で

い

る

烏

衣

巷

に

在
っ

た

が
、

そ
こ

で

謝

瞻
、

謝
晦

、

謝

曜、

謝

弘

微、

謝
弘

元
ら

、

謝
氏

の

同

世
代

の

若

者
た

ち
と

交
わ

り

を

結
ぶ
こ

と

に

な
っ

た
。

謝

瞻
、

謝

晦
は

謝
重
の

子
、

謝
曜
、

謝

弘
微

、

謝
弘

元

は

謝
思
の

子
で

あ

る
。

『

宋

書
』

謝

弘

微
伝
に

は
、

其
の

頃
の

様
子

が

次
の

よ

う
に

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　
い

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
た

　

謝
混

は

風

格

高

峻

に

し

て
、

交
は

り

納
る

る

所
少
な

し
。

唯

　
だ

族

子
の

霊

運
、

瞻
、

曜
、

弘

微
と
、

並
び

に

文

義
を

以
て

賞

　
　

　

　
つ

ね

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

す
ま

　

会
し
、

嘗
に

共

に

宴

處
す

。

居
ふ

と

こ

ろ

は

烏
衣
巷
に

在
り

。

　

故
に

之

を

「

烏
衣
の

遊
び
」

と

謂
ふ

。

混
の

五

言
詩

に

「

昔

　

烏

衣
の

遊
び

を

為
す
に
、

戚
戚
と

し

て

皆
な

親
姪

な
り

」

と

云

　
　

　

　
　
　

　
　
　

ほ

か

　
ふ

所
の

者
な
り

。

其
の

外
は

復
た

高
流

時

譽
の

も
の

と

雖
も
、

　
　

　

　
　
　
い

た

　

敢
へ

て

門
に

造

る

無
し

。

　
　

混

風
格

高

峻、

少

所
交
納

。

唯
與
族
子

霊
運、

瞻、

曜
、

弘

微、

並

　
　

以

文

義
賞
会

。

嘗
共

宴
處、

居
在
烏
衣
巷

。

故
謂

之

烏

衣

之

遊
。

混

　
　

五

言
詩

所
云

「

昔

為
烏
衣

游
、

戚

戚

皆

親
姪
」

者
也
。

其

外

雖
復
高

　
　

流
時

譽、

莫
敢
造

門
。

「

謝
弘

微
伝
」

に

は
、

続
け

て
、

謝
氏
の

棟
梁
で

あ
っ

た

謝
混
の

、

次

の

よ

う
な

言
葉
が

紹
介
さ

れ
て

い

る
。

　
　

　

　
が
う

さ

ラ

　
　

　
　

　
　

　

　
　
た

の

　
　

　

　
　

　
　

　

ひ

ろ

　

　
　

　
　

し

ま

り

　

阿
遠
は

剛

躁
に

し

て

氣
を

負
み
、

阿

客
は

博
く

し

て

検

無
し

。

　
　

　

　
　
た

の

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　
あ
つ

　

曜
は

才
を

恃
み

て
、

操
を
持

す
る

こ

と

篤
か

ら

ず
。

晦
は

自
ら

　
　

　

　
　
　

　

い

　

　
　

　
　
　

　
　

　

あ

ま
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

も

　

を
知

る

も

善
を

納
る

る
こ

と

周
ね

か

ら

ず
。

設

し

復
た

功

三

　
　

　

な

　
　

　
　

　
　

　
り

ひ

　

才
を

済
さ
ば
、

終
に

は

亦
た

此
を

以
て

恨
み

と

為
さ
ん

。

微
子

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
か

ん

ぜ

ん

　

の

如
き
に

至

り

て

は
、

吾
は

間
然
す

る
無
し

。

　
　

阿

遠

剛
躁

負
氣、

阿
客
博
而

無
検

。

曜
恃
才

而

持
操
不
篤

。

晦

自
知

　
　

而

納

善
不

周、

設
復
功

済
三

才、

終
亦

以
此

為
恨

。

至

如

微
子
、

吾

2
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無
間
然

。

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ひ
ろ

「

遠
」

は

瞻
の

字
、

「

客
」

は
霊

運
の

幼

名
。

こ

こ

で

霊

運

は

「

博

　
　
　
ヒ

ま

り

く
し

て

検

無

し
」

と

評
さ

れ
て

い

る
。

　

ま

た

「

謝

弘
微

伝
」

に

は

「

謝
混
は

嘗
て

酣

宴
の

餘
に

因

り
、

韻

語
を

為
し

て

以

て

霊

運
、

瞻
ら

を

奨
勧
し

て

曰

く
」

と

し

て
、

以

下

の

よ

う

に

謝
混
の

言

葉
を

挙
げ
て

い

る
。

　
　
　

　
　
　

　
は

し
い

ナハ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も
ロ

ま

へ
　

　

　

　

　

　

も

　

康
樂

は

通

度

を

誕

ま
に

し
、

実
に

名

家
の

韻

有
り

。

若
し

　
し

や

ラ
せ

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ひ

か

り

　

　
さ

　

　

　

　

　

　

　
け

い

そ

ん

　

縄

染
の

功

を
加
へ

、

瑩

を

剖
け

ば
乃

ち

瓊
瑾
と

な
ら

ん
。

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

ズ

い

た

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

ち
ん

ヒ

せ

ら

　

　

　

　

　

も

　

宣

明

臆

聴

識

を

體
し
、

撫…
錘
に

し

て

且

つ

沈

儁
な
り

。

若
し

　

能
く

方
執

を
去

ら

ば
、

穆

穆
と

し

て

三

才

順
は

ん
。

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
た
か

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
つ

　

阿
多
は

獨

り

解
す
る

こ

と

標
く
、

弱

冠
に

し

て

華
胤
を

纂
ぐ

。

　
　
ま
さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
い

ま

し

　

　
　

　

　

　

　

た

か

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

け

は

　

質
勝
り

文

無
き
を

誡

む
、

其

れ
尚

く
し

て

又

た

能

く
峻
し

。

　
　
　

　
　
　

　
の

だ

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

あ
ら

　
　
　

　
　
　
　

た
づ

な

　

通

遠

は

清

悟

を

懐

き
、

采

采
と

し

て

蘭
訊
に

標

は

る
。

轡

を

　
　
　

　
　
　
つ

ま
づ

　

　

　

　

　

　ほ
い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も
つ

　

　

へ
ん
り

ん

　

直
く

す
れ
ば

躓

か

ざ

る

鮮
し
、

抑
へ

て

用
て

偏

吝
を

解
か

ん
。

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

ノ

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

な

　
　
　
つ

も

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
き

　

微
子
は

微

尚
に

基
き
、

勧
む

こ

と

無
く

由
ほ

藺
を

慕
ふ

。

　「

簣

　
　
か

　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

ま

さ

　
の

少

く
を

軽
ん

ず
る

勿
く
、

進
み

往
け

ば

將
に

千

仞
た

ら

ん

と

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
こ

れ

　
　

よ

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
も

　

す
。

数
子

之
を

勉
め

ん

哉
。

風
流

爾
に

由

り

て

振
は

ん
。

如

　

し

知

る

所

を
犯

さ

ず
ん

ば
、

此
の

外
に

慎
む

所
無
し

。

　
　

康
樂

誕
通
度、

実
有

名

家
韻

。

若
加

縄
染

功
、

剖
瑩

乃

瓊

瑾
。

宣

明

　
　

體
遠
識
、

穎
達
且

沈

儁
。

若
能
去

方

執、

穆
穆

三

才

順
。

阿

多
標
獨

　
　

解、

弱

冠
纂

華
胤

。

質
勝
誡
無
文
、

其
尚

又

能

峻
。

通

遠
懐
清
悟、

　
　

采
采

標

蘭
訊
。

直
轡
鮮
不

躓、

抑
用

解
偏

吝。

微
子

基

微

尚、

無

勧

　
　
由
慕
藺

。

勿

軽
「

簣
少、

進
往
將
千

仞
。

数

子

勉

之

哉
。

風

流
由

爾

　
　

振
。

如
不

犯

所
知
、

此

外

無

所
慎

。

康

樂
と

は

謝
霊

運
の

こ

と

で

あ
り

、

此
の

こ

ろ

既
に

父

祖
の

「

康

樂
公
」

の

爵
位

を
継
承

し

て

い

た

よ
う

で

あ
る

。

宣

明
は

謝
晦

、

阿
多
は

謝

曜、

通

遠
は

謝
瞻

。

微
子
は

謝
弘

微
の

こ

と
で
、

そ

れ

ぞ

れ

に

謝
氏

の

将
来
を

担
う

存
在
と
な
る

こ

と

を

期
待
さ

れ
て

い

た
。

こ

こ

で

の
、

霊

運

に
つ

い

て

の

謝
混
の

評

価、

　
　
　

　
　
　

　
　
　
し

ま
り

・

阿

客
は
、

博
く

し

て

検

無
し

。

　
　
　

　
　
　

　
　
ほ

ヒ

い

モ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も

ら
ヱ

へ
　

　

　

　

　

も

・

康
樂

は
、

通

度
を

誕

ま

に

し
、

実
に

名

家
の

韻

有
り

。

若

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ひ

か

り

　

　

さ

　

　

　

　

　

　

　

け
い

さ
ん

　
し

縄

染
の

功

を
加
へ

、

瑩

を

剖
け

ば
乃

ち

瓊
瑾
と

な

ら

ん
。

と

は
、

つ

ま

り

「

博
ら

か

で

あ
っ

て

検

が

無
い
」

「

通
度
（
物

怖

じ

し

な
い

性
格
）

を

恣

ま
ま

に

し

て
、

誠

に

名

家
の

育
ち

の

良
さ

を

持
っ

て

い

る
。

も
し

教
育
の

効
果
に

よ
っ

て
、

畭
分
な

輝
き
を

除
く
よ

う
に

す
れ

ば
、

美
し

い

玉

と
な

る
で

あ

ろ

う
」

と

い

う

意

味
で

あ

ろ

う
か

。

　

謝
混
は

霊

運
の

、

名

家
の

出
と
い

う
こ

と

も

あ
っ

て
、

才
能

に

ま

か

せ

て

物

怖
じ

す
る
こ

と

な

く、

時
と

場

所
を
弁
え

な
い

言
動

を

心

配

し

て

い

た
よ

う
で

あ

る
。

　
そ

の

た

め

で

あ
ろ

う

か

『

宋

書
』

謝

瞻
伝
に

は
、

次
の

よ

う

な

話
も

記
さ

れ
て

い

る
。

　
霊

運
の

父

喚

は
、

才

能

無
く
、

秘

書
郎
と

為
り

、

早

年
に

し

　
　
し

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ざ
ノ

ひ

　
て

亡

す
。

霊

運

好
ん

で

人

物
を

臧

否
す

。

混
は

之

を

患
ひ

、

　
裁

折

を
加
へ

ん

と

欲
す
る

も
、

未
だ

方

有
ら

ざ

る

也
。

瞻
に

　
謂

ひ

て

曰

く
「

汝
に

非

ざ
れ
ば

能
く
す

る

莫
し

」

と
。

乃

ち

晦
、

　
曜

、

弘

微
ら
と

共
に

遊
戯

す
る

に
、

瞻
を

し

て

霊

運
と

車
を

共

　
に

せ

し

む
。

霊

運

車
に

登
る

に
、

便

ち

人
物

を

商
較

す
。

瞻

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

つ

と

　
　
　

し

　
は

之

に

謂
ひ

て

曰

く
「

秘
書

早
に

亡

し
、

談
者

亦
た

互

ひ

に

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
お

き

ま

　
同

異
有
り

」

と
。

霊

運

黙
然
た

り
。

言
論

此
よ

り

衰
止

る
。
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霊

運
父

礇、

無
才
能、

為

秘
書
郎

、

早

年
而
亡

。

窯

運

好
臧
否
人

物
。

　

　
混

患
之
、

欲
加
裁
折

未
有

方
也

。

謂

瞻
日
「

非
汝
莫

能
」

乃

與

晦、

　

　
曜

、

弘

微
等
共

遊
戯
、

使

瞻

與

霊

運
共

車
。

霊

運
登

車
、

便

商

較
人

　

　
物

。

瞻

謂

之

日

「

秘
書
早
亡
、

談
者

亦
互

有
同
異
」

霊

運
黙
然

。

言

　

　
論
自
此

衰
止

。

霊

運
は
、

時
の

人

物
の

才

能
に
つ

い

て

批
評

す
る

こ

と

を
好
ん

だ

が
、

そ

の

た

め

に

問
題

を

起
こ

す
こ

と

を

心

配
し

た

謝
混
は
、

謝

瞻
に

頼
ん

で

そ

れ

を

止

め

さ
せ

よ

う

と

し

た
、

と
い

う
。

「

秘
書
」

と

は

霊

運
の

父
換
の

こ

と
。

こ

の

こ

と

か

ら

も

自

分
の

才
を

誇
っ

て
、

入

を
見

下
す
と

こ

ろ

の

あ
る

霊

運
の

性

格
を

見
て

と

る

こ

と

が

で

き

よ

う
。

　

『

宋

書
』

本

伝
に

は
、

霊

運
の

才
能
に

つ

い

て

次
の

よ

う

に

記

し

て

い

る
。

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
え
い

ご

　

霊

運

は

幼
に

し

て

便
ち

穎
悟

、

（

謝
）

玄

甚
だ

之

を

異
と

す
。

　

〜

少

く
し

て

学
を

好
み

、

群

書
を

博
覧
す

。

文

章
の

美
、

江
左

　

逮
ぶ

も
の

莫
し
。

従
叔

の

謝

混

特

に

之

を
知

愛

す
。

　

　
霊

運

幼
便

穎

悟、

（
謝）

玄
甚
異
之
。

〜

少

好

学、

博
覧
群
書。

文

章

　

　
之

美、

江
左

莫
逮

。

従
叔
謝

混

特
知

愛
之
。

謝

混
は

霊
運

の

「

穎
悟
」

な
る

才
能

を

「

知

愛
」

し

て

い

た

か

ら

　

　
　
　

　

　
し
ま

り

こ

そ
、

そ
の

「

検
」

の

無
い

性

格

を
心

配

し

て

い

た

の

で

あ
っ

た
。

「

群

書
を

博
覧
」

し

た

こ

と

に
つ

い

て

は
、

そ
の

「

山

居
賦
」

の

終
り

の

辺

り

で
、

　

　
　
　

　

　
　

　

　
び

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

オ

カ

　

六

藝
は

以
て

聖

教
を
宣
べ

、

九

流
は

以
て

賢
徒
を

判
つ

。

国
史

　

　
　
　

　

　
　

の

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

か

さ

　

は

以
て

前

紀
を

載
せ

、

家
伝
は

以

て

世
模
を

申
ぬ

。

篇
章
は

以

　

　

　
　

　
の

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

あ

き

　
て

美

刺
を

陳
べ

、

論
難
は

以

て

有

無
を

覈
ら

か

に

す
。

兵

技

　

医
日
、

亀

筴

筮
夢
の

法
、

風

角

冢
宅
、

算

数

律
暦
の

書
は
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
ニ

れ

　

或
い

は

平
生

の

流

覧
す
る

所
な
る

も
、

並

び
に

今
に

於
て

諸
を

　

棄
つ

。

　

　
六

藝
以

宣
聖

教、

九

流

以

判
賢
徒。

国
史
以

載
前

紀、

家
伝

以
申
世

　

　
模

。

篇
章
以

陳
美
刺
、

論
難
以

覈
有

無
。

兵

技
医
日、

亀

筴

筮
夢
之

　

　
法

、

風

角
冢
宅
、

算
数

律
暦
之

書、

或
平

生
之

所
流
覧、

並

於

今

而

　

　

棄
諸

。

と

言
っ

て

い

る

よ

う

に
、

全

て

の

学
に

通

じ

て

い

た

よ

う

で

あ
る

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
お

よ

し
、

ま

た

「

文

章
の

美
、

江
左

逮
ぶ

も
の

莫
し

」

に

関
し

て

は
、

同

じ

く

「

山

居
賦
」

に

次
の

よ

う
に

詩
文

に

つ

い

て

の

自

信
の

ほ

ど

を
記

し

て

い

る
。

　

　

　
　

てロ
ノ

し

ん

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

と

　

　

か
で

　

伊
れ

昔

齠
齔
に

し

て
、

実
に

斯
の

文

を

愛
す

。

紙
を

援
り

管

　

を

握
れ
ば
、

性
に

会
し

神
に

通
ず

。

詩
は

以
て

志

を
言

ひ
、

賦

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
み
　

　
　

お
の

お

　
　

み

ち

　

は

以
て

敷
陳
す
。

箴

銘

誄

頌
、

咸
な

各

の

倫

有
り

。

　

　

伊
昔
齠
齔

、

実
愛
斯
文

。

援
紙

握
管、

会
性

通

神
。

　

　

詩

以
言
志
、

賦
以
敷

陳
。

箴

銘
誄
頌、

咸

各

有

倫。

　

こ

の

よ

う
に

溢
れ

ん

ば
か

り

の

才
能
と
、

そ
の

こ

と

に

大
い

な

る

自
信
を

持
っ

て

い

た

霊

運

は
、

同
族

謝
家
の

、

そ

れ

ぞ
れ

に

個

性
豊
か

な

若
者
た

ち

と

競
い

合
い

な
が

ら

烏
衣

巷
で

の

目
々

を

過

ご

し

て

い

た
。

　

そ
の

様

子
は

既
に

挙
げ
た

よ

う
に

『

宋
書
』

謝
弘

微
伝
に

記
さ

れ
て

い

た

が
、

其
の

他
に

、

霊

運
の

「

答
中

書
」

詩
、

す
な
わ

ち

烏

衣

巷
で

の

生

活

か

ら

約

十

年
の

後
、

霊

運

が

義

煕
八

年
（
四
一

二
）

頃
、

劉

毅
に

従
っ

て

荊
州

府
に

勤

務
し

て

い

た

時

期
に

謝
瞻
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に

答
え
た

作
に

も、

霊

運

の

回
想
と

し

て

詠
わ
れ

て

い

る
。

わ

ち

全
八

章
の

第
二

章
に
、

伊
昔

昆
弟

敦

好

閭
里

我

曁
我
友

均

尚
同
恥
」

仰
儀
前
修

綢

繆

儒
史

亦

有
暇

日

嘯

歌
宴

喜

「

そ

の

昔
あ

な
た

と

は
、

他
の

兄

弟
た

ち

も
、

を

同
じ

く

し

て

い

た
。

　

　
　

　
さ

わ

書

を
深

く

究
め

た
し

、

し

て

楽
し

ん

だ

も
の

だ
。

」

の

日

々

の

暮
ら

し

ぶ

り

を

髣
髴
と

さ
せ

る

章
で

あ
る

。

の

様
子

に

つ

い

て

は
、

元

詩
」

「

贈

従

弟
弘

元

詩
！

時

為
中

軍

功

曹

住
京
1

」

い

て

も

詠
わ

れ
て

い

る
。

す
な

ニ伊
れ

昔

昆
弟
と

閻
里

に

敦
好
な

り

き

我

曁
び

我
が

友

は

た

っ
と

　
　
　

　

ひ

と

尚

ぶ

を
均
し

く

し

恥
を

同
じ

く

す

　

　
　

　

　
の

り
と

前
修
を

仰
ぎ

儀

り

　

　
　
ち

ラ

び

コ

儒
史
に

綢

繆
た

り

亦

た

暇
日

有
れ

ば

嘯
歌
し

宴

喜
す

　

　
　

閭

里
に

お

い

て

仲
が

好
か
っ

た
。

私

も

　

た
か

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

ひ

と

　

尚
し

と

す

る

所
を
均

し

く
し

恥
と

す

る

所

　

　

前

代
の

賢
人

を
仰

ぎ
慕
っ

て
、

経
書
や

史

　

　

暇

な
日

が

あ

れ
ば

、

嘯

歌
し

た

り

宴
会
を

　

　
　

　

ー

烏
衣

巷
に

お

け
る

謝
氏

の

若

者
達

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

こ

の

時
期

　

　

後

で

挙
げ
る

「

贈

安
成

詩
」

「

贈

従

弟
弘

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

な

ど

に

お

二
、

起
家
か

ら
大

司

馬
参

軍
、

劉
毅
幕
下
ま
で

　

『

宋
書
』

本

伝
に

よ
れ

ば
、

霊

運
が

最
初
に

任
命
さ
れ

た

の

は

員
外

散
騎
侍
郎
で

あ
っ

た
。

則
ち

、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

お

モ

　
封
を

康
樂
公

、

食
邑

二

千

戸
に

襲
ふ

。

國
公

の

例

を

以

て
、

員

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　つ

　
外
散

騎
侍
郎
に

除
せ

ら

る
る

も
、

就
か

ず
。

　

襲
封

康
樂

公
、

食
邑
二

千

戸
。

以

國
公

例、

除
員
外

散

騎

侍
郎
、

　

不

就。

「

國
公
の

例
を

以
て

員
外

散
騎
侍

郎
に

任
じ

ら

れ

た

が

就
か

な

か

っ

た
」

と

あ
る

だ

け
で

、

な

ぜ
就
か

な
か

っ

た

の

か

其
の

理

由
は

わ

か

ら

な

い
。

し

か

し

先
に

挙
げ
た

「

中
書
に

答
ふ

る
」

詩
の

第

三

章
を

見
る

に
、

そ
の

こ

と

と
関
わ

り
の

あ

り

そ

う

な
こ

と

が

詠

わ

れ

て

い

る
。

　

聚

散
無

期

　

乖
砒
易

端

　

之

子
名

揚

　

鄙

夫
忝

官
」

　

素

質
成
漆

　

巾

褐
懼
蘭

　

遷
流

推
薄

　

云

胡

不
歎

「

さ

て
、

　

　
エ　
き

聚
散

期
無
く

わ

か

れ

　
　

　

さ

ざ
　

　
や

ツ

乖
枇
は

端
し

易
し

之

の

子

名

揚
が

り

鄙
夫
も

官
を

忝
く

す

素
な
る

質
は

漆
と

成
り

き
ん

か

つ

　

　

　

　

お

そ

巾
褐

蘭

を
懼
る

　

　
　
お

　

　

せ

も

遷

流
し

推
し

薄
ら

れ

こ

こ

　
　

な

ん

云

に

胡

ぞ

歎
ぜ

ざ

る

　
　

　

　

集
散
に

は

定
ま
っ

た

時
と

い

う
も
の

は

無
く
、

別
離
は

と

か

く

起
き
や

す
い

も
の

。

あ
な

た

は

名
を

揚
げ

ら
れ
、

私
の

よ

う
な

者

も
官
を

忝
く

す
る

こ

と

に

な
っ

た
。

し

か

し

我
が

素
な
る

質
は

漆
の

よ

う

に

汚
さ

れ
、

巾
褐
の

身
に

は

蘭
の

ご

と

き
衣
服

　
こ

わ

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

せ

ま

が

懼
く
な
っ

た
。

遷
し

流
さ
れ

推
し

薄
ら

れ

て
、

ど

う

し

て

歎
か

ず
に

お
れ
ま

し

ょ

う
」

ー

「

之

の

子

名

揚
が

り
、

鄙

夫
も

官
を

忝

く

す
」

と

い

う

の

は
、

謝

瞻
が

任

官
（
『

宋
書
』

巻
五

六
、

謝

瞻

伝

に

よ

れ

ば

「
初
め

桓
偉
の

安

西

参

軍
、

楚
台
の

秘

書
郎
と

為
る
」

と

あ

る
）

し
、

自

分
も

「

員
外

散
騎
侍
郎
」

に

除
せ

ら

れ

た

こ

と

を

言

5
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う
の

で

あ

ろ

う
。

そ

う
し

て

其
の

次
の

「

素
な

る

質
は

漆
と

成

　

　
さ
ん

か

つ

　
　

　
　
　
お

モ

り
、

巾
褐

蘭

を

懼
る

」

と

い

う
の

は
、

詳
し

い

こ

と

は

わ

か

ら

な
い

が
、

散

騎
省
の

先
輩
た

ち

と
の

間
が

う
ま

く
い

か

な
か

っ

た

こ

と

を

意
味
す

る
の

で

は

な
か

ろ
う
か

。

恐
ら

く
其
の

原

因
は
、

既
に

述
べ

た
よ

う
な

霊
運

の
、

そ
の

才
能
を

負
ん

で

他
人

を

見
下

す

性
格

に

在
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

　
つ

い

で

『

宋
書
』

本

伝
に
は

、

　

瑯
瑯
王
の

大
司

馬

行
参

軍
と

為
る

。

性

は

奢
豪
に
し

て
、

車

服

　

は

鮮
麗

。

衣
裳

器
物
は

、

多
く

旧

制
を

改
む

。

世

共

に

之

を

　

　

　

　

　
み

　

宗
と

し
、

咸
な

謝

康
樂
と

稱

す
る

也
。

　

　
為
瑯

鄒
王

大

司

馬
行
参
軍

。

性
奢
豪
、

車
服

鮮
麗
。

衣

裳
器
物
、

多

　

　
改
旧

制
。

世
共

宗

之、

咸

稱

謝
康
樂
也

。

と

あ

る
。

「

瑯

瑯
王
」

と

は

司

馬

徳
文

、

す
な

わ
ち

安
帝
の

弟
で

後
に

恭

帝、

東

晋

最
後
の

帝
と

な
っ

た

人
で

あ

る
。

彼
が

大

司
馬

に

な
っ

た

の

は

義
熈

元

年
（
四

〇

五
｝

三

月

で
、

霊

運

が

此
の

時
に

行

参

軍
に

な
っ

た

と

す
れ

ば
、

二
一

歳
の

時
で

あ
る

。

「

中

書
に

答
ふ

る
」

詩
の

第
四

章
に

は

此
の

時

期
の

こ

と

が

次
の

よ

う
に

詠

わ

れ
て

い

る
。

　

中
予

備
列

　

子

讃
時

庸

　

偕

直
東

署

　

密

勿
遊

従
」

　

彼

美

顕
価

　

煌

煌
逸
蹤

　

振

迹
鼎
朝

中
ご

ろ

予
は

列

に

備
は

り

子
は

時

庸
に

讃
へ

ら
る

と

も
　

　

　

　

　
　
　

　
と
の

ゐ

偕
に

東

署
に

直

し

み

つ

ぶ
つ

密
勿
し

遊

従

す

　

　

　

　

　
あ

た
ひ

　

　
あ

ら

は

彼
の

美
な
る

価

を

顕

し

　

　

　

　

　
い

つ
し
や

う

煌
煌
と

し

て

逸

蹤

あ
り

あ

と迹

を

鼎
朝
に

振
ひ

　

　

　

　

　

　
た
か

　

翰
飛
雲

龍

　

翰
く
雲

龍
に

飛
ぶ

「

中

頃
に

私

は

よ

う

や

く

官
吏
の

列
に

加

え

ら

れ
、

あ
な

た

は

治
ま
っ

た

世
に

お
い

て

讃
え

ら

れ

て

い

た
。

共

に

東

署
に

仕
え

る

こ

と

に

な

り
、

勤
勉
に

仕
事
に

従
事
し

た
。

あ

な
た

は

高
い

聲
価

を

世
に

顕
わ

さ

れ
、

優
れ

た

業

績
を
輝
か

さ
れ

た
。

朝
廷
に

お

い

て

盛
ん

に

活

躍
さ
れ
、

雲
龍
の

庭
を

高
く

飛
翔
さ

れ
た

。

」

ー
「

東

署
」

と

は

司

馬

徳
文

の

役
所
を

指
し

、

謝
瞻

も
そ
こ

に

仕

え

て

い

た
。

時
に

謝

瞻
は

劉

裕
の

鎮

軍
参
軍

と

し

て

瑯
瑯

王
の

大

司
馬

参

軍
を

兼
ね
て

い

た
。

　
こ

の

時

期
の

霊

運
の

行

状
に
つ

い

て
、

『

宋
書
』

本
伝
に

は
「

性

は

奢

豪
に

し

て
、

車

服
は

鮮

麗
。

衣

裳

器
物
は
、

多

く
旧

制
を

改

む
。

世

共
に

之

を

宗
と

し
、

咸

な

謝

康
樂
と

稱
す
る

也
」

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
とよロ

記
し

て

あ

り
、

「

中
書
に

答
ふ

る
」

詩
に

「

偕
に

東
署
に

直
し

、

つ

と

め

は
げ

密
勿

み

遊

従
す
」

真
面

目
に

仕
事
に

励

ん

だ
、

と

言
つ

て

い

る

の

と

は

大
き

く

食
い

違
っ

て

い

る
。

『

宋
書
』

本

伝
に

あ

る

よ

う

な

行

状
は

、

名

家
出
身
の

奢
り

と
、

其
の

「

才

能
に

ま

か

せ

て

物

怖
じ

す
る
こ

と

の

な
い

、

そ
う
し

て

時
と

場
所

を
弁
え

な

い
」

性

格
に

よ

る
も
の

で

あ
っ

た

ろ

う
。

　

し

か

し

霊

運
は

其
の

五

月
に

は
、

豫
州

刺
史
と

な
っ

た

劉

毅
の

記
室

参
軍

に

遷
っ

て

い

る
。

そ

う
し

て

次
の

年
、

劉

毅
に

従
っ

て

姑

孰
（
今
の

安
徽
省

當
塗
）

に

赴

任
し

て

い

る
。

（
『

宋
書
』

巻

三
六
、

州

郡

志
に

「
安
帝
の

義
熈
二

年
、

刺

史
劉
毅

は

姑
孰
に

戍
す」

と

あ

る）
。

　

霊

運
が

劉
毅
の

幕
下

に

入
っ

た

の

は
、

従
叔
で

あ

る

謝
混
の

指

示

に

よ

る

も
の

と

考
え

ら
れ
る

。

謝
混
は

謝
家
の

棟

梁
と

し

て
、

更
に

豪

門
世
族
の

代

表
と

し

て
、

軍

閥
劉

裕
の

勢
力

に

対
抗

す
べ
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く
、

劉

裕
の

対
立

勢

力
で

あ

る

劉

毅
と

手

を
結
ん

で

い

た
。

時

に

霊

運

は一

＝

歳
、

以

後
七

年
間

、

劉
毅
が

江

陵
に

鎮
す

る

ま

で

其

の

幕
下

に

在
っ

て

各
地

を

移
動

す
る

こ

と

に

な

る。

三
、

劉

毅

幕
下
か

ら

劉

裕
幕
下

ま

で

　
こ

の

時

期、

す
な
わ

ち
霊

運
二
一

歳
か

ら
二

八

歳

ま

で

の

七

年

間
の

こ

と

に
つ

い

て
、

『

宋
書
』

本

伝
に

は
、

　

撫

軍

将

軍

劉
毅
の

姑

孰
に

鎮
す
る

や
、

以
て

記

室

参

軍

と

為

　

す
。

毅
の

江

陵
に

鎮
す
る

や
、

又

た

以

て

衛

軍
従

事
中
郎
と

為

　

す
。

毅
の

誅
に

伏
す
る

や
、

高

祖
は

版
し

て

大
尉

参

軍

と

為
す

。

　
　

撫
軍

将
軍

劉
毅
鎮
姑

孰、

以
為

記
室

参
軍

。

毅
鎮
江

陵、

又
以

為

衛

　
　

軍

従
事

中
郎。

毅
伏

誅、

高

祖
版

為
大

尉
参
軍。

と

あ

る

だ

け

で

詳
し

い

こ

と

は

記

さ
れ

て

い

な

い
。

劉
毅
は

義
熈

元

年

（
四
〇

五
）

に

撫

軍

将
軍

と

な

り
、

次
い

で

豫
州

刺
史

と

な

っ

て

姑

孰
に

鎮
し

た

後、

五

年
の
一

月

に

衛

将
軍
・

開
府

儀
同

三

司

に

進
め

ら

れ
た

。

し

か

し

六

年
五

月
、

建

康
に

迫
っ

て

い

た

盧

循
の

軍
と

桑

落
洲

で

戦
っ

て

大
敗

す
る

。

そ

う
し

て

そ
の

十
二

月

に

劉
毅
は

江

州

都
督
と

な
り
、

鎮

を
豫
章

に

移
す

。

そ

う
し

て

そ

の

後
ま

も
な
く

荊
州

刺
史

と
な
っ

て

江
陵
に

至

る
。

　

や
が

て

劉

毅
と

劉
裕
の

問
が

険
悪

と

な

り
、

義
熈

八

年
（
四
一

二
）

九

月
、

劉

裕
は

詔
を

矯

っ

て

劉
毅

討

伐
の

軍
を

起
こ

す
が
、

そ
の

前
に

劉
毅
の

從

弟
の

充

州

刺
史

劉

藩
と

、

劉
毅
の

腹
心

尚

書
左

僕
射

謝
混

を

殺

害
し

て

い

る
。

そ
の

矯
詔

に

は

次
の

よ

う

に

あ
っ

た
。

　

劉
毅
は

禍
心

を

苞

藏
し

、

逆
を

南
夏
に

構
ふ

。

（

劉
）

藩
・

（

謝
）

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ま

し

ヘ
モ

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

よ

　

混
は

亂

を

助
け

、

志

姦

究

を

肆

ま

に

す
。

頼

り

て

玄

鑒
を

　

寧

輔
し
、

機

を

撫
し

て

鋭

を

挫
か

ん
。

凶
党

即
ち

戮
さ

れ
、

　

社
稷

乂

安
な
ら

ん
。

　
（
『

晉

書
』

巻
一

〇
、

安

帝
紀
）

　

　
劉
毅

苞

藏
禍

心
、

構

逆

南
夏
。

藩
・

混

助

亂、

志

肆
姦
究

。

頼
寧
輔

　

　
玄
鑒、

撫
機

挫
鋭、

凶

党
即
戮、

社

稷
乂

安．

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
お

　
と

　

江

陵

城
は

同

月
に
、

劉
裕
の

参

軍
王

鎮
悪
に

よ
っ

て

陥
落
さ

れ
、

劉
毅
は

自

殺
す

る
。

　

劉

毅
の

幕
下

に

在
っ

た

霊
運

は
、

姑
孰
か

ら

江
陵
ま
で

劉
毅

の

幕
府
と

と

も

に

移
動

し

て

い

た

と

思
わ

れ
る

が
、

「

中

書
に

答
ふ

る
」

詩

に

は

此

の

問
の

事

情
が

次
の

よ

う
に

詠
わ

れ

て

い

る
。

　

　
　

　

　
　

あ

あ
　

ニ

ニ

　

嗟
茲

飄

磚

　

嗟

茲
に

飄

轉
し

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
・ノ
モ」ノ
丶

弋一

随
流

如
萍

台
岳

崇
観

僚
士

惟
明
」

環
樔

下
陪

従
公

干
征

遡
江

践

漢

自
徐

徂
荊

「

あ

あ

流
れ

に

随
ふ

こ

と

萍

の

如
し

台
岳

崇
観
に

僚
士

は

唯
れ

明

ら
か

な

り

ヒじ　
ノ

さ
ノ

環
樔
と

し

て

下

に

陪
し

　
　

　

　
　
こ

コ

　
　

ゆ

公

に

従

ひ

て

于

に

征

く

　
　
さ
か

の

ぼ

　

　
　
　
　
　

　
　
か

江

を

遡

り

て

漢
を

践
み

　
よ
　
　
　
　
　

　
　
　
ゆ

徐

自
り

荊
に

得

く
　

（
第
五

章
∀

　

　
　

私
は

こ

こ

に

風

に

吹

き

迷
わ

さ
れ

て
、

流

れ
に

随

う

浮

き

草
の

よ

う

だ
っ

た
。

そ

れ

に

引
き
か

え

朝
廷
の

高

殿
で

は
、

か

つ

て

の

同

僚
達
が

輝
い

て

い

た
。

芥
子

粒
の

よ

う
な
下

役
の

私
は

、

主

君
に

従
っ

て

地
方

に

出
て

い

っ

た
。

長
江
を

遡
っ

て

漢
水

の

地

（

官
職

不
明
）

を

踏
み
、

徐
州
（

官

職
不
明
）

か

ら

荊

州
へ

と

赴

任
し

て
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い
っ

た
」

ー

瑯
瑯
王

の

大
司

馬
行

参
軍
か

ら

劉
毅
の

幕
下

に

遷

り
、

そ
こ

で

記

室

参

軍
、

ま

た

衛
軍

従
事
中
郎
と

な
り

、

以

前
の

同

僚

た

ち

の

中

央
で

の

活

躍
を

羨
ま
し

く

思
い

な

が

ら
、

二

十
八

歳
ま

で

約
七

年

間
も

地

方

勤

務
を

続

け
た

こ

と

を

詠
う

。

「

下
陪
・

従

公
」

と

は
、

劉
毅

に

従
っ

た

こ

と

を
い

う
。

「

徐
」

は

徐
州
の

こ

と

で
、

治
は

京
口
（

今
の

鎮
江
）

に

在
っ

た
。

こ

の

詩
に

よ

れ

ば
霊

運
は

姑

孰
か

ら

漢
水
の

地
へ

、

更
に

徐
州
で

の

任
を

経
て

荊
州
に

赴

任
し

て

い

る
。

契
闊

北
京

劬

勞
西
郢

守
宮

末
局

年
月

已

永
」

孰

是
疲
劣

逢
此

多
□

厚
顔

既

積

在
志

莫

省

「

北
に

あ
る

都
で

勤
め

苦
し

み
、

地

方
の

支

局
で

役
人

ぐ
ら
し

、

た
。

い

っ

た

い

ど

う
し

て

私
は

能
力

に

乏
し

く
て

、

難

儀
に

逢

う
の

で

あ
ろ

う

か
。

重
ね
て

き
な

が

ら
、

な

か
っ

た
。

」

ー

都
の

建

康
で

勤
苦

し
、

い

つ

ま

で

も
地

方
勤
め

、

章、

第
六

章
を

通
し

て

地

方
勤

務
の

苦
労
と

空

し

さ

を
詠
じ

て

お

り
、

そ

の

七

年

間
が

意
を

得
た

も
の

で

な
か
っ

た
こ

と

を

物
語
っ

北

京
に

契
闊
し

西

郢

に

劬

勞
す

宮
を

末
局
に

守
り

年
月

已

に

永
し

な

ん孰
ぞ

是
れ

疲
劣
に

し

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

わ

ざ
は

ひ

此
の

口

多
き
に

逢
ふ

　〔
□

は
「

告
」

か
）

厚
顔

既
に

積
も
る

も

志
に

在
り

て

省
り

み

る

莫
し

　
（
第
六

章
）

　

　

　

　

　

　

　

え
い

　

　

　

　

　

　
西
の

郢
の

地

で

も

苦
労

す
る

。

　

　

　

　

　
こ

れ

ま

で

已

に

長
い

年
月
が

経
っ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

の

よ

う
な

　

　

　

　

　
こ

れ

ま

で

厚
か

ま
し

く
も

無
恥
を

　

そ
の

こ

と

を

心

の

中
で

反
省

す
る

こ

と

も
し

　

　

　

　

　

　

　

　

江

陵
で

も

苦

労
す

る
。

　

　

　

そ
れ

も

自
分
の

無
能
ゆ

え

ー

と
、

第
五

て

い

る
。

　
主

公

で

あ
っ

た

劉
毅
は
、

八

年
九

月
に

劉
裕
に

破

れ
て

自
殺

す

る

が
、

こ

の

詩
に

は

劉
毅

敗
戦
の

こ

と

に

触
れ

て

お

ら

ず
、

そ
の

こ

と

を

意
味

す
る

よ

う
な

表
現
も

見
あ

た

ら

な

い
。

従
っ

て

此
の

「

中
書
に

答
ふ

る
」

詩
は
、

お

そ

ら

く
そ

れ

以

前
の

作
で

あ

ろ

う
。

す
な

わ

ち

第
八

章
に

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し

ん
ぜ

ん

　

霜
露
荏

苒
　

霜

露
は

荏
苒
と
し

て

　
日

月
如

捐
　

日

月
は

捐
つ

る

が

如
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も
っ

　
　
づ
み

　

相
望
式

遍

　

相
望
む

式
て

逓
や
か

に

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　

か
へ

　

言
帰

言
旋

　

言
れ

帰
り

言
れ

旋
ら

ん

こ

と

を

と

あ

る

か

ら
、

時
に

季

節
は

秋
。

間
も

な

く
江

陵
に

は
、

劉

毅
討

伐
の

た

め

の

劉
裕
の

軍
が

迫
っ

て

く

る

は

ず

で

あ
っ

た
。

　
劉

毅
と

劉
裕
の

戦
に

お

い

て
、

劉
毅
の

幕
下

に

在
っ

た

霊

運
が

ど

の

よ

う
な

行
動

を
と
っ

た

の

か
、

記

録
が

無
い

の

で

わ

か

ら

な

い
。

『

宋

書
』

本

伝
に

は

其
の

結

果
だ

け
が

「

毅
の

誅

に

伏

す
る

や、

高
祖
は

版
し

て

大

尉
参
軍

と

為
す
」

と

記
さ

れ
て

い

る

だ

け

で

あ
る

。

霊

運
は

劉

毅
の

幕
下

に

記
室

参
軍

、

衛
軍

従
事

中
郎
と

し

て

七

年

間
も

勤
務
し

て

い

な

が

ら
、

劉
毅
が

破
れ

る

と

す
ぐ
に

其
の

敵
で

あ

る

劉
裕
の

幕
中
に

入

り

大

尉
参

軍
に

任
じ

ら

れ

て

い

る
。

こ

の

と

き

既
に

、

霊

運

が

烏
衣
巷
で

其
の

庇

護
を

受
け

て

い

た

従
叔
謝

混
は

、

劉

毅
の

仲
間
と

し

て

劉
裕
の

為
に

誅

殺
さ

れ
て

い

た
。

に

も
か

か

わ

ら

ず
霊
運

が

劉

裕
の

部

下
に

な
っ

た

こ

と

に

つ

い

て

は
、

そ
れ

な

り
の

理

由

が

あ
っ

た

は

ず
で

あ
る

。

或
い

は

劉
裕

幕
下
に

在
っ

た

従
兄

弟
の

謝
瞻

、

謝
晦
ら
の

働
き
か

け

に

よ
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る

も
の

か

も
し

れ
な
い

が
、

そ
の

詳
細
に

つ

い

て

は

未
詳

で

あ
る

。

　

な

お

此
の

時
期
、

す
な

わ
ち

霊

運
が

江
陵
に

い

た

時
、

廬
山
の

慧
遠

と

何
ら

か

の

接
觸
が

あ
っ

た
の

で

は

な
い

か

と

推

測
さ

れ

る

が
、

そ
の

こ

と

に
つ

い

て

の

記
録

は

な
い

。

慧
遠
と

霊

運
の

関

わ

り

に

つ

い

て

は
、

霊

運
の

「

盧

山
慧

遠
法
師

誄
」

に

よ

れ
ば

既

に

霊

運
十

五

歳
の

頃
の

こ

と

と

し

て

次
の

よ

う

な

こ

と

が

あ
っ

た
。

　

予
は

志

学
の

年
、

門
人
の

末
を

希
ふ

。

惜
し
い

哉

誠

願
は

遂

　

げ
ら

れ
ず
、

永

く
此
の

世
に

違
ふ

。

　
　
予

志
学
之

年、

希
門
人

之

末
。

惜
哉

誠

願
弗

遂
、

永
違

此

世。

霊

運
十

五

歳
と

い

え

ば
、

銭
唐
の

杜

明
師
の

館
か

ら

都
に

還
っ

た

年
で

、

都
で

は

烏
衣
巷
に

あ
っ

た

從

叔
謝
混
の

邸
に

集
ま
っ

て

従

兄

弟
た

ち

と

過
ご

し

て

い

た
。

こ

の

頃
に

霊

運
は

慧
遠
の

門

に

入

ろ

う
と

し

て

い

た

こ

と

に

な
る

。

　

『

高
僧
伝
』

巻
六
、

慧
遠

伝
に
、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　よ　
に

の

　

　
　

　
　

　
　

　

お

ご
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
な

　

陳

郡
の

謝
霊
運

は
、

才
を

負

み
て

俗
に

傲
り
、

推

崇
す
る

所
少

　

き
も

、

一

た

び

相
見

る

に

及
び
、

粛
然
と

し

て

心

服

す
。

　
　
陳

郡
謝

霊

運
、

負

才

傲
俗

、

少

所

推
崇

、

及
一

相
見
、

粛
然

心

服
。

と

あ
る

の

が

何
時
の

こ

と

で

あ
っ

た

か

明

ら

か

で

な
い

が
、

霊

運

が

入

門
を
願
っ

た

時
の

こ

と

と

す
る
の

が
、

話
と
し

て

は

自

然
で

あ

ろ

う
。

し

か

し

こ

れ
も

詳
し

い

こ

と

は

わ

か

ら
な

い
。

　

霊
運

は

義
熈
九

年
に

劉

裕
に

従
っ

て

江

陵
か

ら

都

に

歸
り
、

二

月

に

秘
書
郎
と

な

る
が
、

こ

の

年、

慧
遠
の

た

め

に

「

佛
影

銘
」

を

書
い

て

い

る
。

慧
遠
は

義
熈
八

年
に

廬
山

に

佛
影

を

画
き
、

自

ら

其
の

銘
を

作
り
、

更
に

霊

運

に

も

銘
を

依
頼
し
た

も

の

で
、

両

者
の

結
び

つ

き
の

深
さ

を
示

し

て

い

る
。

ま
た

義
熈

＝
二

年
八

月

に

慧
遠
が

薨
じ

た

際
に

は
「

廬

山
慧
遠

法
師

誄
」

を

書
い

て

い

る
。

四
、

劉
裕
幕
下

　

義

熈
九

年、

霊
運

は

劉
裕
の

幕
僚
と

な
っ

て

都
に

帰
り

、

そ
の

二

月

に

秘

書
郎
と

な

る

が
、

十
　

年
の

末
に

事
に

坐
し

て

官
を

免

ぜ

ら

れ

て
い

る
。

こ

れ
は

霊

運

最
初
の

免

官
で

あ
る

が

詳
し

い

事

情
は

記
録

が

無
い

の

で

わ
か

ら

な
い

。

そ
の

半
年

後、

十
二

年

八

月
に

世
子
（
劉

裕
の

長

子

義
符
）

の

中

軍

諮
議
・

黄
門

侍

郎
と

し

て

復

歸
し

て

い

る

が
、

こ

の

時

期、

嘗
て

鳥
衣

巷
で

暮
ら
し

た

従

兄

弟
た

ち

と
の

贈

答
詩
が

あ

る
の

で
、

そ

れ
を

通
し

て

此
の

頃
の

霊

運
の

様
子

を

う
か

が

う
こ

と

が

で

き
る

。

1

従
兄
弟
た

ち

と

の

贈
答
詩

従
兄

弟
た

ち
と
の

贈
答
詩

は

次
の

よ

う
な
も

の

で

あ

る
。

 
義
熈

十
【

年
夏
、

 
義
熈

十
一

年

暮

 
義

熈
十

二

年
八

月

頃

 
「

贈
安

成
（

謝
瞻
）

詩
」

七

章
は

、

だ

秘
書
郎
で

あ
っ

た

と

思

わ
れ

る

義

熈
十
一

年
の

夏
に

、

安．

成
郡

の

相
で

あ
っ

た

謝

瞻
に

贈
っ

た

四

言
七

章
の

詩
。

詞

林
』

巻
…

五

二
）

霊

運
「

贈
安
成
（

謝

瞻）

詩
」

謝

瞻
「

于
安
成

答
霊
運

詩
」

霊

運
「

贈
従
弟

弘
元
詩
」

霊
運

「

贈

従
弟
弘

元

時

為

中

軍
功

　

　
曹
在
京
」

　

　

　
霊

運
が

免

官
に

な
る

前
、

未

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
江

州
・

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
『

文

館
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謝

瞻、

字
は
宣

遠
（
三

八

五

〜

四
二

こ

は

謝
重

の

子

で
、

謝

晦

の

兄
。

謝

瞻
は

義
煕

十
一

年
（
四
　

五
）

正

月

に

安
成
の

相
（

安
成

は

江
西

省

安
福
県
の

西
）

と

な

り
、

こ

の

詩

は

其
の

夏
に

作
ら
れ
た

。

謝

瞻
の

「

安
成
に

于

て

霊

運
に

答
ふ

る
」

詩
（
『

文

選
』

巻
二

五
）

の

李
善
注

に

引
く
「

謝
霊

運

『

宣
遠
に

贈
る
』

の

序
」

に

「

從
兄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

宣

遠
は

、

義
煕

十
一

年
正

月
を

以
て

守

安
成
と

作
る

。

其
の

年
の

夏
、

贈
る

に

此
の

詩
を

以
て

す
。

其
の

年
の

冬
に

到
り

て

答
有
り

」

と

あ
る

の

に

よ
っ

て
、

そ

の

こ

と

が

わ

か

る
。

此
の

詩
に

答
え

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
は
し

謝
瞻
の

「

安
成
に

于

て

霊

運

に

答
ふ

る
」

詩
の

［

第

四
章
］

に
「

肇

　

　
ま

こ

と

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　

く
ら
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

と

め

は

允

に

規
を

同

じ

く

す
と

雖
も
、

翻
飛

し

て

は

各
々

檗

を
異

　

　

　
て

う
て
い

に

す
。

迢

遞
た

り

封
畿
の

外
、

窈

窕
た

り

承

明
の

内
」

と

あ
る

か

ら
、

霊

運
は

此
の

時
期

、

宮
中
の

承

明
殿
に

勤
務
し

て

い

た
。

承

明
殿
と

い

え

ば

著
述
の

臣
と

か

侍

従
の

臣
の

詰
所
が

あ
る

と

こ

ろ

で

あ

る

か

ら
、

霊

運
は

義

熈

十
一

年
の

終
り

頃
は

ま

だ

秘
書
丞

で

あ
っ

た
。

 
安

成
に

贈
る

詩

一
、

時
に

相
応
し

い

我
が

家
の

文
化

は

前
代
か

ら

の

も
の
、

美
し

　
い

道
は

先

祖
か

ら

承
け

継
い

だ
も
の

。

あ

あ
、

優

秀
な
る

君
は

　

誉
れ

高
き

我
が
一

族
に

お

け

る

大

才
。

常
に

正

し

い

道
に

従
い
、

　

親
し

み
の

心

を

も
ち

聡
明

さ

を
身

に

つ

け

て

い

た
。

奥
深
い

言

　

葉
を

学
び
、

学

問
を

貴
ん

だ
。

二
、

「

用
捨
」

と

い

う
こ

と

を

行
う

者
が

他

に

い

る

だ

ろ

う
か
、

　

「

賓
名
」

だ

け
が

世
に

伝

え
ら

れ

て

い

る
。

（

こ

の

よ

う
な

世

　

に

あ
っ

て
）

君
が

祕
丘

を

出

発
さ

れ

る

と
、

千
里

の

彼
方

ま

で

　

賢

者
の

評

判
が

広

ま
っ

た
。

朝
廷
を

補
佐
し
、

ま
た

地
方
の

藩

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
よ

　

国

に

雄
飛

し

て
、

業

績
を
あ

げ
て

政
道
を

補
け
、

「

淑
く
問

ね
」

　
て

よ

き
政

治
を

さ

れ

た
。

三
、

か

の

影
と

響
を

例
に

し

て

見
る

に

（

君
と

私
の

関

係
は
）

、

　

形

と

声
と

に

比
べ

ら

れ

る

よ

う

な
と

こ

ろ

が

有
っ

た
。

始
め

は

　

た

だ
の

兄

弟
で

し

か

な

か
っ

た

が
、

つ

い

に

は

親
し

い

友
と
な

　
っ

た
。

「

棠

棣
」

の

詩

に

歌
わ

れ
て

い

る

よ

う
に

親
戚
を

隆
ん

　

に

し
、

「

頬

弁
」

の

詩
に

歌

わ

れ
て

い

る

よ

う

に

兄
弟
の

情
愛

　

を
大

切

に

し

た

も

の

だ
。

遥
か

に

過
ぎ
去
っ

た

歳

月、

あ
の

頃

　

が

壊
か

し

く
て

た

ま

ら

な

い
。

　

　
り

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

い

つ

く

四
、

天
子
の

清
明
な

る

政

治
は

教
化
を

敦

く
さ

れ
、

憐
れ

み

と

慈

　

し

み

に

懐
い

を

そ

そ

が

れ

た
。

才

徳
あ

る

人
士

を
選

び

用
い

ら

　

れ
る

こ

と
は
、

我
ら

黎
民

に

ま

で

及
ぼ

さ
れ

た

の

だ
っ

た
。

長

　

江
は

既
に

永

く
流
れ

て

い

る

が
、

君
の

任
地
も
亦
た

南
方
の

地
。

　

袂
を

解
い

て

別
れ

を

告
げ

る

と
、

君

は

雲
の

ご

と

く

往
き

風

　

の

ご

と

く
飛
ん

で

行
か

れ

た
。

五
、

手
を

振
っ

て

別
れ

て

ま
だ

そ

れ

ほ

ど

も
経
っ

て

い

な
い

よ

う

　

な
の

に
、

季
節
は

次
々

と

推
移
し

て

い

っ

た
。

春
が

過

ぎ
去
っ

　

た

と

思
う
と
、

秋
が

も

う
や
っ

て

き

て

い

る
。

以
前

　
時
々

一

　

緒
に

漁
を
し

た

こ

と

が

楽
し

か
っ

た

が
、

今

や
別
れ

別

れ
に

な

　

り

恋
し

く

て

た

ま

ら

な
い

。

私
の

苦

労
は

こ

れ
か

ら

も

久

し

　

く

続
く
の

で

あ
ろ

う
が
、

ま
っ

た

く
我
が

憂
い

を
抱

え

込

ん

だ

　

よ

う
な
も
の

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
に

六
、

そ

の

昔

先

人
の

道
に

は
、

「

小

魚

を

烹

る
よ

う

に
」

と

教

　

え
て

い

る
。

ま

た

董

安
干
と

西

門
豹
は
、

韋

帯
と

弓

弦
と

で

自
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分
の

性

質
の

調
和
を

は

か
っ

た

と

か
。

清
静

を
守
り

黙
し

て

過

　

ご

し
、

公

平
を

期
し

て

私
情
に

偏
る

こ

と

な

く、

謹
ん

で

令

き

　

治

績
を

挙
げ
て
、

私
の

心
を

慰
め

満
た

し

て

ほ

し
い

。

七
、

駑
馬
は

駿

馬
に

は

と

て

も
及

ば

ず
、

臭
草
は

香
草
の

仲
間

に

　

は

入

れ
な

い

も
の

な
の

に
。

私
は

幾

度
も

こ

の

朽
ち
た

身
に

目

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

め

で

　

を

掛

け
て

い

た

だ

き
、

二

度
も

慶
た

き

雲
に

潤
う

こ

と

に

な
っ

　

た
。

し

か

し

仰
い

で

は

天

子

の

恩

徳
に

慚
つ

か

し

く
、

俯
し

て

　

は

小
人

の

譖

害
が

恐
ろ

し

い
。

や
は

り

旧

と

着
て

い

た

褐

衣
の

　

塵

を
払
っ

て
、

世

俗
を

離
れ

た

汾
水

の

ほ

と

り

に

遊
ぼ
う

と

思

　

う

次

第
。

願
わ

く
は

人

材
を
求
め

て
、

誠

を

世
に

亮
ら
か

に

さ

　

れ
ん

こ

と

を
。

詳
し

く
は

書
面
に

て

申
し

上

げ
ま

し

た
。

第
一

、

二

章
で
、

一

族
の

秀

才
で

あ

り

人

格

者
で

あ
っ

た

謝
瞻
を

讃
え

、

謝

瞻
が

「

用
・

舎
」

を

実
行

す
る

稀

な

存
在
で

あ

る

こ

と

と
、

そ

う
し

て

「

用
」

い

ら
れ

る

や

其
の

実
力
を
存

分
に

発

揮
し

て

い

る
こ

と

を
述
べ

る
。

第
三

章
は
、

ま
だ

謝

混
の

邸
に

い

た

頃
、

謝
瞻
と
の

仲
が

次

第
に

親
し

い

も
の

に

な
っ

て

い

っ

た

こ

と

を

述

べ

、

そ
の

頃
の

こ

と
を

懐
か

し

く

振
り

返
っ

て

い

る
。

第
四

章、

天

子
の

清
明
な

る

政
治
の

も
と

、

謝
瞻
が

安
成

郡
に

赴

任
し

た
こ

と

を

詠
い

、

第
五

章
で

、

謝
瞻
と
別

れ
た

ま

ま

月
日

は

流
れ

る

よ

う

に

過
ぎ
去

り
、

我
が

身
の

上

に

は

今
後
も

辛
い

状
態
が

続
く
で

あ
ろ

う
こ

と

を

憂
え

て
い

る
。

第
六

章
で

は
、

謝
瞻
に

対
し

て

政

治
上
・

処

世
上
の

忠

告
を
し

て
、

第
七

章
、

自

分
は

朽
質
の

身
な

が

ら

官
職
に

つ

け

て
い

た
だ

い

た

が
、

小

人
の

譖
害
を

受
け

な
い

う
ち
に

隠
棲
し

た

い

と

言
っ

て

結
び

と

す
る

。

　

霊

運

の

こ

の

詩
に

答
え
た

謝
瞻
の

詩
は
、

『

文

選
』

巻
二

五

に

収

め

ら
れ

て
い

る
。

そ

れ

は

次
の

よ

う

な

も
の

で
、

五

言
五

章
か

ら

成
っ

て

い

る
。

な

お

「

安

成
」

の

「

成
」

字
、

『

文

選
』

に

収

め

る

謝
瞻
の

詩
で

は

「

城
」

に

作
る

。

　

　

安

成
に

て

霊
運

に

答
え

る

→
、

枝
も

繁
っ

て

林
は

い

よ

い

よ

盛
ん

と

な
り

、

波
が

澄
ん

で

其

　

の

源

は

ま

す
ま

す
深

く
な
っ

て

い

く
。

（

そ
の

林
や

源
の

よ

う
に

）

　

誉

れ

高

き

我
が
一

族
は

優
秀

な

人

材
を

立

派
に

育
て

て

き

た

　

が
、

君
こ

そ

は

此
の

祖
先
の

血

筋
を

継
い

だ
の

だ
。

情
愛
こ

ま

　

や
か

に

風

雅
の

誠
を

結
び

、

靄
の

盛
ん

に
立

ち
上

る
よ

う
に

芳

　

し

き

言

葉
を

連
ね

て

い

る
。

仕
進
の

道
も

事
あ
る

毎
に

遷
り

進

　

み

爵
位

も
年
と

と

も

に

高
く

な
っ

て

い

く
。

二
、

花
と

萼
と

が

相
い

照

ら
す
よ

う
に

兄
弟
が

互

い

に

進
め

あ
い

、

　

鳥
が

啼
き
交
わ

し

て

声
を

同
じ

く

す
る
の

を

悦
ぶ

よ

う
に

仲
良

　

く
し

た
。

親

戚
を

親
戚
と

し

て
、

君
は

私
に

手
厚
く

し
、

賢
才

　

を
賢

才
と

し

て
、

私
は

君
を
心
か

ら

尊
ん

で

い

た
。

才

能
を

比

　
べ

れ
ば

私
は

君
の

輝
か

し

さ

に

は

及

ぼ

な
い

が
、

年
齢
を

比
べ

　

れ
ば

私
億

少
し

ば

か

り
上

。

萎
れ

た

葉
が

栄
え
る

枝
を

い

と

お

　

　

　

　
カ

　
し

み
、

涸
れ

た

流
れ
が

大
川
の

広

さ
を

讃
え

る

よ

う
に
、

私
は

　
君

を

愛
し

て
い

る
。

三
、

仕
事
に

つ

い

て

は

本
来
の

志
を

果
た

せ

ず
、

道
を

行
っ

て

は

　
貧
を

楽
し

む

と

こ

ろ
ま

で

い

か

な
い

の

が

恥

ず
か

し

い
。

し

か

　
し

幸
い

に

も

役
人
に

な
っ

て

俸
禄
を

受
け

る

こ

と

が

で

き
、

江

　
南
の

片
隅

に

勤
め

て

い

る

次
第

。

時

節
が

巡
り
、

月

日

が

次

第

　
に

過

ぎ
ゆ

く
の

を

悲
し

み
、

そ
ち

ら

に

近
づ

こ

う
と

し

て

も

適
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わ

ず

遥
か

な

隔
た

り

を

嘆
く
だ

け
。

た
だ

思
い

を
述
べ

て

敬

愛

　

す
る

君
に

贈
り

ま

す
、

私
は

君
の

こ

と
が

心

配
で

な

ら
な
い

。

四
、

初
め

は

さ
ほ

ど

違
わ
ぬ

高
さ
で

あ
っ

た

が
、

次

第
に

隔

た

り

　
が

で

き
て

今

や
位
は

桁

違
い

。

私
は

遥
か

に

地
方
の

安
城
に

お

　

り
、

君
は

宮

中
の

承
明

殿
つ

と

め
。

行
く

道
は

懸
け

離
れ

て

し

　

ま
っ

た
が

、

道
理

に
て

ら
し

て

み

れ
ば
こ

れ
が

当
た

り

前
。

白

　

絲

や
岐
路
に

は
何

時
も

嘆

き
が

と

も

な
う

も
の
、

ま
し

て

愛
す

　

る

君
と

隔
た
っ

て

い

る
の

を

嘆
か

ず
に

お

れ
よ

う
か

。

五
、

片
足
で

進

む

私
は

僅
か

な
道
の

り

に

満
足
し

、

羽
根
を

損
な

　
っ

た
よ

う
な

此
の

身
で

は

近

く

を

ぐ
る

ぐ
る

回
っ

て

い

る

だ

け

　
の

こ

と
。

高
い

空

や

遠
い

道
を

知

ら

な
い

わ

け
で

は

な
い

が
、

　

ひ

と

た
び

道
を

違
え

た
な

ら

咎
め

が

あ

る

だ

け
。

歳
が

暮
れ
れ

　

ば

霜

雪
が

厳
し

く
な

る

よ

う

に
、

人
生
の

半
ば
を

過
ぎ
れ

ば
厳

　

し

さ

は

増
す

。

自

分
の

才
能
の

乏

し

さ

を
知

る

に

つ

け

て

も
我

　

が

友
が

憚
ら
れ

、

な
か

な
か

前
に

は

進
め
な

い
。

ど

う
か

元

気

　

で
、

よ

き

仕
事
に

励
ま

れ

よ
。

胸
の

う
ち

を
述
べ

て

お

返
事
と

　

致
し

ま

す
。

 

霊

運
「

贈
従
弟
弘

元
詩
」

四

言
六

章

　

義
熈

十
一

年
の

十
二

月

頃
に
、

従

弟
の

驃
騎

記
室

参
軍

で

あ
っ

た

謝
弘

元
に

贈
っ

た

詩
で

あ

る
。

時

に

霊

運
は

、

第
三

章
に

「

北

の

官
署
に

幕
僚
と

し

て

勤
め
」

と

あ

る

よ

う
に

未
だ

秘
書
郎
で

あ

っ

た
。

「

弘

元
」

に

つ

い

て

は

史

書
に

記
述
が

無
い

の

で
、

詳
し

い

こ

と

は

わ

か

ら

な
い

が
、

霊

運
の

従
弟
、

謝
弘

微
の

兄

弟
で

あ

ろ

う
。

こ

の

詩
の

序
に

よ

れ
ば
、

驃

騎

将
軍
の

記
室

参
軍

と

な
っ

て

義
煕

十
一

年
（
四
一

五
）

十

月

長

日

に

江

陵
に

赴

任
し

た

こ

と

が

明

ら

か

で

あ

る
。

な

お
、

時
の

驃

騎

将

軍

は
、

荊

州

刺
史

り

ゆ

ラ

ど
う

れ

ん

劉

道

憐
で

あ
り

、

そ
の

下
の

驃
騎
長

史
は

謝
方
明
（
謝
恵
連
の

父
）

で

政

務
の

全
て

を

担
当

し

て

い

た
。

弘
元

が

驃

騎
記

室

参
軍

と

な

っ

た

の

は

此
の

方

明
の

推
薦
に

よ

る

も
の

で

あ

ろ

う
。

（
『

文

館
詞

林
』

巻
一

五
二
）

内

容
は

要

約

に

よ
っ

て

示

す
。

　

第
一

章
、

江
陵
に

赴

任
し

た

弘
元
の

才
徳
を

讃
え

て

詠
い

出
し

と

し
、

第
二

章
で

、

弘
元
が

任

官
し

て

荊
州

府
に

赴
任
し

た

こ

と

を

述
べ

て
、

そ
の

活

躍
を
大
い

に

期

待
し

て

い

る

こ

と

を

詠

う。

そ
う
し

て

第
三

章
で

は
、

以
前
か

ら

共

に

暮
ら

し

て

い

た

の

で
、

同
じ

所
で

勤
務
し

た
い

と

願
っ

て

い

た

が
、

此
の

た

び

遠
く

離
れ

ば

な

れ
に

な
っ

て

し

ま
っ

た

こ

と
を

嘆
い

て

い

る
。

第
四

章
、

遥

か

三

千
里
の

彼

方
に

あ

る

荊
州
に

赴

任
し

た

弘

元

に

同

情
し

、

慰

め

の

言

葉
を
述
べ

、

第
五

章
で

は
、

江
陵
に

赴

任
し

た

弘
元
の

こ

と
を

日

夜
思
い

続
け

て

い

る
こ

と

と
、

以

前
か

ら
持
っ

て

い

た

願

い

が

果
た

さ
れ

そ

う
に

な
い

こ

と

を

述
べ

る
。

結
び
の

第
六

章
で

は
、

官
吏
を
止

め
、

本

性
に

順
っ

て

生
き

て

ゆ

き
た
い

こ

と
、

交

情
を
堅

く
結
び

、

共

に

郷
里
に

帰
り

た
い

も
の

で

あ

る

こ

と

を
詠

う
。

 
「

贈
從
弟

弘
元
−

時

為
中
軍

功
曹
住
京

1
」

五

章

　

其
の

後
、

義

熈
十

二

年
（

四
…

六
）

八

月
、

劉
裕
が

長

安
の

姚
泓

討
伐
に

出

兵
し

た

時
に
、

劉
裕
は
霊

運
を

、

居

守
の

任
に

当

た
っ

た

驃

騎
将

軍

劉
道

憐
の

諮

議
参

軍

に

任
命
し

て

い

る
。

次
い

で

霊

運
は

劉

裕
の

世

子
（
義
符

、

後
の

少

帝
）

の

中
軍

諮

議
・

黄
門

侍
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郎
に

任
じ

ら
れ

て

い

る

が
、

そ
の

頃
に

従

弟
の

弘
元

に

贈
っ

た

四

言
五

章
の

詩
で

あ
る

。

　

劉
裕
は

義
熙

十
二

年
八

刀

に
、

世

子
義

符
を

中
軍

将

軍
・

監
太

尉

留
府

事
と
し

、

大

軍
を
率
い

て

北

伐
に

出
発

し

て

お

り
、

弘

元

は
こ

の

時
、

中
軍

将

軍
府
の

功

曹
と
し

て

都
に

呼
び

戻
さ

れ
た

も

の

と

考
え

ら
れ

る
。

此
の

年
の

九

月
に

劉
裕
は

彭

城
に

到
り

、

十

月
に

其
の

前
鋒

は

洛
陽
を

落
と
し
、

十
一

月
、

劉
裕
は
左

長
史
王

弘
を

建
康
に

派
遣
し

て
、

朝
廷
に

九

錫

を

求
め

て

い

る
。

こ

の

詩

は
、

任

務
の

た

め

に

北

方
へ

行

く
こ

と

に

な
っ

た
弘

元
を

送
別

す

る

作
で

あ

る
。

従
っ

て

義
煕

十
二

年
の

後
半

に

作
ら

れ
た

も
の

と

考
え
て

よ

か

ろ

う
。

北

伐
の

時
に

留

守
の

任
に

当
た
っ

た
の

は

中

軍
将

軍
と

な
っ

た

世
子

劉

義
符
で

あ
る

か

ら
、

霊
運

は

其
の

下

に

あ
っ

た

こ

と

に

な
り

、

弘
元

と

同

じ

役
所
に

勤
務
し

て

い

た

こ

と

に

な
る

。

（
『

文

館
詞
林
』

巻
一

五

二
）

　

第
一

章
で

、

四

嶽
の

和
気

を
受

け
て

此
の

世
に

生

じ

た

謝
氏
を

讃
え

、

そ
の

子

孫
と

し
て

こ

こ

に

弘
元

が

存

在
す
る
こ

と
を

述
べ

て

詠
い

出
し

と

す
る

。

そ

う
し

て

第
二

章
で

は
、

二

人
の

朋

情
の

堅

さ
を

述
べ
、

出
処

進
退
が

う
ま
く

い

か

な
か
っ

た

自

分
の

気
持

ち

を
わ

か
っ

て

ほ

し
い

と

詠
う

。

第
三

章
、

弘

元
が

公

務
の

た

め

北

方
に

向
か

う
こ

と

を
述
べ

、

第
四

章
で
、

嘗
て

謝
混
の

烏
衣
巷

の

邸
で

、

従
兄
弟

た

ち
が

仲
良

く

暮
ら

し

て

い

た

頃
の

こ

と

を
思

い

出
し

て

詠

う
。

結
び

と
し

て

の

第
五

章
で

は
、

別
れ
る

に

当
た

っ

て

の

辛
い

思
い

を
詠
う

。

嘗
て

鳥
衣

巷
で

、

謝
氏
の

将

来
を

担
う
若

者
達
と

し

て

謝
混
に

期
待
さ

れ
て

い

た
人

た
ち

は
、

東

晋
末
の

混
乱
の

中
で

そ

れ

ぞ

れ

の

路
を

模
索
し

て

い

た
。

謝

瞻、

謝
弘
元

に
つ

い

て

は

巳

に

詩

を

通
し

て

見
て

き
た

が
、

そ

の

後

謝
瞻
（
『

宋

書
』

巻
五

六

本

伝）

は
、

宋
国
の

中
書
・

黄
門
侍
郎
、

相
国

従
事
中
郎
、

豫
章
太

守
と

な
っ

て

い

る
。

弟
の

晦
が

年
少

に

し

て

高
位
に

在
る
こ

と

を

心

配

し

て
、

晦
に

「

吾
が

家
は

素
退
を

以

て

業
と

為
し
、

時

事
に

干

豫
す
る

を

願
は

ず
。

交
遊

も

親
朋
に

過
ぎ

ざ
る

に
、

汝
は

遂
に

勢
は

朝

野
を

傾
く

。

此
れ
豈

に

門
戸
の

福
な

ら
ん

や
」

と

言
つ

た
こ

と

も

あ
っ

た
。

永

初
二

年
（

四
二
一
）

に

三

五

歳
で

卒
し

て

い

る
。

謝
弘

元

に

つ

い

て

は

『

宋

書
』

に

記

録
が

無
い

の

で
、

霊

運
の

詩
に

記
さ

れ
て

い

る

事

以
外
に

は

不

明
で

あ
る
。

そ
の

他
の

謝

晦、

謝

曜、

謝
弘

微
は

其
の

後
ど
の

よ

う
な

路
を
た

ど
つ

た
の

で

あ

ろ

う

か
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
う

る

よ

　

先
ず

謝
晦
（

『

宋
書
』

巻

四

四

本
伝
）

は
、

本

伝
に

「

風

姿

美
−

し

く
、

眉
目

分

明
、

鬢
髪
は

漆

を

點
ず

る

が

如
し

。

文

義
に

渉

猟
し

、

朗
贍

多
通
な

り
」

と

称
さ
れ

る

俊
才
で
、

義
熈

七

年
（
四

一
一
）

頃
に

劉

裕
の

大

尉

參
軍

と

な
り

、

以
後
、

其
の

文

才
、

政

事
の

才
を

認
め

ら

れ
て

「

深
く

愛
賞
を

加

え
」

ら

れ
、

数
年
の

う

ち
に

侍

中
に

ま
で

昇
進

。

高
祖

受
命
の

時
に

は

佐
命
の

功

を

以
て

武

昌
縣
公

に

封
ぜ
ら

れ

て

い

る
。

高

祖
が

没
し

て

少

帝
が

即

位
す

る

と

領
中

書
令
を
加

え

ら

れ
、

徐
羨
之
、

傅
亮

ら

と

共
に

朝
政

を

輔

佐
す
る

ま

で

に

な
っ

た
。

し

か

し

少

帝
を

廃
し

て

即

位
さ

せ

た

文

帝
（

劉

裕
の

第
三

子、

劉

義
隆
）

に

よ
っ

て
、

徐

羨
之
、

傅
亮
と

と
も

に

誅
殺
さ

れ
た

。

元

嘉
三

年
（

四
二

六
）

三

七

歳
で

あ
っ

た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

ま

ね
　

　

　

　

　
　
　
　

も

謝
混
が
「

晦
は

自
ら

を
知
る

も

善
を
納
る

る
こ

と

周

か

ら

ず
。

設

　

　

　

　

　

　

　

な
　

　

　

　

　
　
　つ
ひ

し

復
た

功

三

才

を
濟

さ

ば
、

終
に

は

亦

た

此
を

以

て

恨

み

と

為
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さ

ん
」

と

評
し

た

よ

う
に
、

輔

政
の

地

位
に

登

り

つ

め

た

と

こ

ろ

で

残
念
な

こ

と

に

な
っ

て

い

る
。

　

謝

弘

微
（
『

宋

書
』

巻
五

八

本

伝
）

は
、

伯
父

謝

混
が

劉
毅
の

腹

心

と

し

て

誅
さ

れ

た

後
、

混
の

妻
で

あ
っ

た

晉

陵
公

主
か

ら

混
の

家
事
を

全
て

委
ね

ら
れ

、

九

年
の

後
「

室

宇

修

整
、

倉

稟

充
盈

。

門
徒

業
使

、

平
日

に

異
な

ら
ず

。

田

疇

墾

闢、

舊
に

加
ふ

る

有

り
」

と

い

う
状
態

に

ま

で

し

て
、

人
々

に

感
嘆

さ
れ

て

い

る
。

文

帝
が

即

位
す
る

と

黄

門
侍

郎
と

な

り
、

王

華
、

王

曇
首

、

殷
景

仁
、

劉

湛
ら
と

「

五

臣
」

と

稱
さ

れ

て
い

る
。

そ

の

後

も

順

調
に

出
世

し
、

元

嘉
一

〇

年
に

四

二

歳
で

卒
し

て

お

り
、

謝
晦
と

は

対

照
的

な
生

涯

を

送
っ

て

い

る
。

か
つ

て

謝

混
が

「

弘

微
に

つ

い

て

は
、

何

も
言

う
こ

と
は

な
い
」

と

高
く

評
価
し

て

い

た

通
り

で

あ
っ

た
。

　

弘
微
の

兄
の

謝

曜
は

、

御
史

中
丞

、

彭

城
王

劉
義
康

の

驃
騎
長

史
と

な
り
、

元

嘉
四

年
に

卒
し

て

い

る
。

謝

混
に
「

才
を

恃

み

て
、

み

さ
お

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

あ
つ

操

を

持
す

る

こ

と

篤
か

ら

ず
」

と

評
さ

れ
た

程

度
の

人

物
で

あ

っ

た

よ

う
で

あ

る
。

　

2

顔

延
之
と
の

交
遊

　

こ

の

時
期

、

す

な
わ

ち

義

熈
十
二

年
に

霊

運
が

劉

裕
の

世
子

義

符
の

中

軍

諮

議
・

黄
門

侍
郎
と

な
っ

た

頃
、

顔

延
之

（

霊

運
の
一

歳

年
上
）

と

の

交

遊
が

始
ま
っ

て

い

る
。

延

之

は

十

二

年
の

八

月

に
、

江

州
刺

史

劉

柳
の

後
軍

功
曹
か

ら
、

義
符
の

中
軍
行

参
軍

に

遷
っ

て

い

る
。

霊

運
と

延
之

は
、

こ

の

時
、

同
じ

く

中

軍
将
軍

府

に

勤
務
す

る
こ

と

に

な
っ

た
。

そ

れ

以
来

二

人

は
、

同
じ

役

所

に

所
属
す
る

こ

と

が

多
く
な

り
、

従
っ

て

其
の

境
遇

も
似
て

く

る
。

す

な

わ

ち
、

・
拙

莪

阻…
十
四

年
〔
四
一
亠
ハ

）

　

　
霊

運
は

宋
国

黄
門

侍
郎
か

ら
、

従
事
中
郎
・

世
子
左

衛
率
に

遷

る
。

　

延
之

は

世
子

舎
入
と

な

る
。

・

宋、

永
初

元

年
（

四
二

〇
）

　

霊

運
は

太

子
左

衛
率
と

な

る。

　

延
之

は

太

子

舎
人
と

な

る
。

・

永
初
二

年
（

四一

＝
）

　

霊

運
と

延
之

は
、

廬

陵
王

義
真
（

劉

裕
の

第
二

子
）

に

接
近
。

・

永
初
三

年

　

　
霊

運
は

永
嘉
太

守
に、

延

之
は

始
安
太

守
に

左

遷
さ

れ
る
。

・

元

嘉
三

年
（
四

二

六
）

　

　
延

之

は

中

書
侍
郎
と

し
て
、

少
し

後
れ
て

霊

運

は

秘

書
監
と
し

て

朝

　

　
廷
に

徴

召
さ

れ

る。

そ
の

間
、

両
者
は

時
の

政
治

状
況
、

詩
文
、

学
問
、

佛

教
な

ど
に

つ

い

て

語

り

合
っ

た
こ

と

で

あ

ろ

う
が
、

こ

の

う

ち

詩
文
に
つ

い

て

の

話
題

と

し

て
、

陶
淵
明
の

こ

と

が

度
々

出
て

き
た

の

で

は

な

い

か

と

推

測
さ
れ

る
。

　

す
な
わ

ち
、

東
晋
末
、

延

之

は

三

〇

歳
の

時
、

江
州

刺
史

劉

柳

の

後

軍
功

曹
と

し

て

約
一

年
の

問

尋

陽
に

勤

務
し

て

い

た

が
、

そ

の

時

期
に
、

既
に

官
を

去
っ

て

尋

陽
に

住
ん

で

い

た

淵
明
と

交

遊

を
重
ね

て

い

た
。

年

齢
は

淵

明
が

二

十
歳
も

上

で

あ

る

か

ら
「

忘

年
の

交
り

」

で

あ
っ

た
。

『

宋

書
』

陶
淵
明

伝

に

は

そ
の

こ

と

が
、

　

顔

延
之

劉

柳
の

後

軍

功

曹
と

為
り

、

尋

陽
に

在
り

て
、

潜
と

　

情
款
あ

り
。
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顔
延

之

為
劉

柳
後
軍

功
曹、

在
尋

陽、

與
潜
情
款

。

の

よ

う
に

記
さ

れ
て

い

る
。

延
之

の

「

陶
徴
士

誄
」

（
『

文

選
』

巻

五

七
）

に

は
、

そ
の

頃
の

様
子

を

次
の

よ

う
に

述

懐
し

て

い

る
。

　

深
く

昔
を

思
い
、

情
を

遠
く
し

て

其
の

死

を

偲
ぶ

。

あ

な
た

が

　

世
俗
と

絶
っ

て

よ

り
、

私
の

暇
も

多
く
な

り
、

屡
々

往
き
来

し

　
て

、

村
は

近

く

家
は

隣
と

い

う

間
柄
で

あ
っ

た
。

夜
は

楽
し

く

　

飲
み

か

わ
し

昼

は

休
息

。

い

つ

も

手
を

携
え

て、

舟
に

も

馬
車

　
に

も

乗
ら
な

か
っ

た
。

か
つ

て

宴

を
張
っ

て

楽
し

ん

だ

と

き
、

　

杯
を

交

わ
し

て

互

い

に

戒
め

合
っ

た

も
の

だ
。

私
は

「

我
が

身

　
だ

け

が

正

し

い

と

す
る

す
る

者
は

危
険
で

あ

り、

真
四

角
の

者

　
は

塞
が
っ

て

し

ま

う
。

賢
人
の

出

處
進
退

に

つ

い

て

は
、

昔
の

　

書
物
に

も

記
さ

れ
て

い

る
。

手
本
と

す
べ

き

こ

と

は

近

く
に

あ

　
る

。

私
の

戒
め

を
お

忘
れ

な

き
よ

う
」

と．、

す
る

と

あ

な

た

は

　

明
ら

か

に

動

揺
し

て

「

私
の

言
葉
な
か

ば
に

し

て

言
つ

た

「

多

　

く
の

人
々

に

違

う
と

過
ち

を

招
き

、

世
の

習

慣
に

逆
ら

う
と

真

　

先
に

倒

れ
て

し

ま

う
。

身
体
と

才

能
は

中
味
の

有
る

も
の

で

は

　
な

い

し
、

栄
誉
と

名
声
も

無
く

な
っ

て

し

ま

う
も
の

だ
」

と
。

　

言
葉
も

遠
く

な
っ

て

し

ま
っ

た
。

い

っ

た

い

誰
が

私
の

過
ち
を

　
戒
め

て

く
れ
る

の

か
。

あ

あ
、

哀
し

い

こ

と

だ
。

　
　
深

心

追
往、

遠
情
逐

化
。

自
爾
介
居、

及

我
多

暇
」

伊
好
之

洽、

接

　
　
閻

隣

舎
。

宵
盤
晝
憩

、

非
舟
非
賀
」

念
昔
宴
私
、

擧

觴
相
誨

。

獨

正

　
　
者

危、

至

方
則
礙
」

哲
人

巻
舒、

布
在
前
載

。

取
鑒

不

遠、

吾
規

子

　
　
佩
」

爾

實
愀
然、

中

言
而
發

。

違
衆
速
尤
、

迚
風

先
黶」

身
才
非

實
、

　
　
榮

聲

有
歇

。

叡
音
永
矣

。

誰
箴
余
闕

。

こ

れ
に

よ

れ

ば
此
の

時

期
、

二

人
は

近

く

に

住
ん
で

い

て

何

時
も

行
動
を

共

に

し

て

い

た

よ

う

で

あ
る

。

　

そ

れ

か

ら

六

年
の

後
、

延

之
は

霊

運

と

と

も

に

廬
陵
王

義
眞
グ

ル

ー

プ

と

し

て

徐
羨
之

ら

に

睨
ま

れ
、

霊

運

は

永
嘉
郡

に
、

延

之

は

始

安

郡
に

左

遷
さ

れ

た
。

延

之
は

赴

任
の

途

中

尋

陽
に

立

ち

寄
っ

て

淵
明

と

旧

交

を

温
め

て

い

る
。

時
に

淵
明

は

五

八

歳
、

「

本

伝
」

に

は

次
の

よ

う

に

あ
る

。

　

後
に

始
安
郡

太
守
に

な
る

と
、

赴
任
の

途

中
に

尋
陽
に

立

ち

寄

　
っ

て
、

日
々

潜
の

所
に

造
り

、

そ

の

度
に

必

ず

酣

飲
し

て

酔

　

を

致

し

た
。

そ

う

し

て

去

る

に

臨
ん

で

二

萬
銭
を
留
め

て

潜
に

　

與
え

た
。

潜
は

そ

れ

を

悉

く
酒

家
に

送
り

、

酒
が

飲
み

た

く

な

　

る

と

そ

こ

に

出
か

け

て

行
っ

た

と
い

う
。

　

　

先

是、

顔

延

之

為

劉
柳
後
軍

功

曹
、

在
尋

陽、

與

潜
情
款
。

後

為
始

　

　

安
郡、

経
過
、

日
日

造
潜。

毎

往
必

酣
飲
致

酔。

臨
去

、

留
二

萬
銭

　

　

與
潜。

潜
悉

送
酒

家、

稍
取
就

酒
。

　

霊
運

は

淵
明

と

直
接

に

会
っ

た

こ

と

は

無
か
っ

た

よ

う
で

あ

る

が
、

延

之

の

話

を
通

し

て

其
の

人

柄
と

詩

文
の

詳

細
を
知
っ

た

も

の

と

考
え

ら

れ

る
。

霊

運

は

延
之

か

ら

陶
淵
明
の

話
を

聞
い

て
、

単

な
る

特
異
な

詩
人

と

し

て

聞
き

流
し

た

か
、

そ

れ
と
も

取
り

入

れ

る
べ

き

も
の

は

取
り

入

れ
た
の

か
。

　

霊

運
の

詩
と

淵
明
の

詩
を

比
べ

て

み

る

と

共
通

す
る
所
が

幾
つ

か

見
ら

れ

る
。

例
え

ば
、

霊

運
の

「

自
然
の

理
」

と

淵
明
の

「

真
」

で

あ
る

。

「

自

然
の

理
」

と

「

真
」

は
、

ど

ち

ら

も

「

此
の

世

界

を

成

り

立

た

せ

て

い

る

道
理
」

を

指
し

て

お
り

、

霊

運
も
淵

明
も
、

そ

れ

に

従
っ

て

生

き
て

い

こ

う

と

し

た
。

こ

の

こ

と

は

淵
明
や

霊
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運

が

初
め

て

言
い

出

し

た

こ

と

で

は

な
く
、

中

国
に

古
く

か

ら

存

在

す
る

考
え

方
で

あ

る

が
、

そ

れ
を

人

生

の

目

標
と

し

て

詩
に

詠

い

始
め

た
の

は

淵
明
で

あ
り

霊
運

で

あ
っ

た
。

霊
運

は

既
に
「

真
」

を

詠
じ

て

い

た

淵
明
の

詩

か

ら

「

自

然
の

理
」

体
得
に

つ

い

て

の

示

唆
を

得
た
の

で

は

な

か

ろ

う

か
面

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

も

う
一

つ

例
を

挙
げ
る

と
、

二

句

二

文
」

の

句

作
り
が

あ

る
。

「

一

句
二

文
」

と

は
、

例
え

ば
、

こ

れ

は
一

句
の

中
に

、

例
え

ば

「

始

寧
の

墅

に

過
ぎ
る

」

詩

の
、

　

野
曠

沙
岸

浄

　

　
野

は

曠

く

　
沙

岸

浄
く

　

天

高

秋
月

明

　

　
天

は

高

く

　
秋
月

明
ら

か

な
り

の

よ

う
に
、

一

句
の

中
に

二

つ

の

文

が

使

わ

れ

る

も
の

で

あ

る
。

淵

明
の

詩

に

は

此
の

「

一

句
二

文
」

の

句

が

多
く
、

そ

う
し

て

霊

運

に

も

そ

れ
が

特
に

多
い

。

淵
明
よ

り

前
の

詩

人
に

は

此

の

コ

句
二

文
」

の

句
が

極
め

て

少

な
い

の

で
、

淵
明
の

句
作
り

の

特
徴

で

あ
っ

た

と

し

て

よ

か

ろ

う
。

そ

う
し

て

霊

運

は

そ
の

二

句
二

文
」

の

句

造
り

を

自

分
の

詩

に

取
り

入
れ

、

特

に

自
然

描
写

に

お

い

て

効
果
を

挙
げ
て

い

る
。

す

な
わ

ち

此
の

方

法
に

よ

れ

ば
、

同

時
に

存
在

す
る
二

つ

の

情
景
が

、

ひ

と

ま

と

ま

り
の

景
と

し

て
、

絵
で

い

う
と

そ
れ

が
一

画

面
と

し
て

作
者
の

目

に

映
る

。

霊

運
は

、

そ
の

二

つ

の

情
景
を
二

句
に

分
け
て

表

現
す
る

と
、

繋
が

り

（

緊

密

性
）

が

薄
れ
て

あ

り
の

ま
ま
の

情
景

描
写
が

で

き

な
い

と

考
え

て
一

句
に

ま
と
め

た
の

で

あ
ろ

う
。

そ

う
し

て
、

更

に

そ

れ

を

対

句
に

す
る

こ

と

に

よ
っ

て

画

面
に

は

奥
行
き
と

広
が

り

が

生

ま

れ

る
。

自

然
の

風
景
を

詳

細
に

、

し
か

も
立

体
的
に

表

現
す

る

た

め

の

工

夫
で

あ
っ

た

が
、

こ

れ

も
淵
明
の

手

法
か

ら
ヒ

ン

ト

を

得
た

の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

　

霊
運
の

詩
と

淵

明
の

関
わ

り

に

つ

い

て

は
、

稿
を

改
め

て

取
り

あ

げ
る

こ

と

に

す

る
が

、

霊
運

は

延
之
か

ら
、

陶
淵

明
の

詩
作

に

つ

い

て

の

詳

し

い

情
報
を

得
て

い

た

よ

う
に

思
わ

れ

る
。

　

3
「

撰

征
の

賦
」

に

つ

い

て

　

東

晋
の

末、

劉
毅
の

勢
力
を
一

掃
し

た

劉
裕
は

、

東
晋

王

朝

簒

奪
の

計
画

を
着
々

と

進

め

て

ゆ

く

が
、

そ

の

流
れ
の

中
で

東
晋
の

名

族
で

あ

る

謝

氏
｝

族
も
、

生

き

残

り
の

為
の

方

策
を

模
索
し

て

い

た
。

そ

の

よ

う
な

中
、

義
熈

十

二

年
の

八

月
、

劉
裕
は

そ
の

勢

力

を

天

下
に

示

す
こ

と

を

目

的
と

し

て

北

伐
を
開

始
し

て

後
秦
の

姚

泓
を

攻
め
、

優

勢
に

戦
い

を

進

め

て

十
月

に

は

洛
陽
に

至

り
、

翌

年
の

九

月

に

は

長
安
に

到

着
し

た
。

霊

運

は

仲
冬
十
一

月
に
、

彭

城
（

徐

州
）

に

軍

を

休
め

て

い

た

劉

裕
の

も
と

に
、

朝
廷
の

命

に

よ

り

慰

労
の

使

者
と

し

て

赴

き
、

翌
年

の

春
に

都
に

帰
っ

て

き

た
。

長
編
「

撰

征
賦
」

は

そ

の

折
り
の

作
で

あ

る
。

　

な
お

同
じ

年
の

十
月
、

延
之

は

宋
公

を
授
け

ら

れ
た

劉
裕
の

許

へ

、

仕
え
て

い

た

豫
章
公

府
か

ら

の

祝
い

の

使
者
と

し

て

赴
い

て

い

る
。

そ

の

道

中
で

作
っ

た

の

が

「

北
の

か

た

洛
に

使
す
る

」

詩

と

「

還
り

て

梁

城
に

至

り

て

の

作
」

の

二

首
（
『

文

選
』

巻
二

七
）

で
、

『

宋
書
』

延
之

伝
に

よ

れ

ば
、

「

文

辞

藻

麗
」

で

あ

っ

た

た

め

に
、

劉
裕
配

下
の

謝
晦

、

傅
亮
に

賞
賛
さ

れ

た

と

あ
る

。

謝

晦

は

霊

運
の

従
兄

弟
で
、

少

年
の

こ

ろ

烏
衣

巷
の

謝
混

の

邸
に

集
ま

っ

て

い

た

間
柄
で

あ
る

か

ら
、

こ

の

詩
の

こ

と

は

謝
晦
を

通
し

て

霊

運

の

耳

に

も

目

に

も

入
っ

た

に

違
い

な
い

。

従
っ

て

霊

運
の
「

撰

一 16 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

征

賦
」

は
、

延
之
の

彭

城
道

中
の

作
を

意
識

し

て
の

作
と
い

う
一

面
も

あ
っ

た
の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

　

賦
の

内

容
は

当

然
の

こ

と

な
が

ら

劉

裕
の

北

伐
の

功
を

讃
え

る

も
の

で

あ
っ

た

が
、

そ

れ
に

合
わ
せ

て

東

晋
を

支
え

た

祖
父

謝
玄

の

功

績
を
述
べ

、

更
に

叛
逆
の

臣
の

末
路
に
つ

い

て

随

所
に

触
れ

て

い

る
。

　

北
伐
に

成

功
し

た

劉
裕
が

晋
朝

簒
奪
を

狙
っ

て

い

る
こ

と

は

既

に

明
白
で

あ
り

、

霊

運

も
そ

れ
は

充
分
に

承
知
し

て

い

た

に

違
い

な
い

。

霊

運
と

し

て

は

叛
逆
の

臣
の

末
路
を

示
し

た

と

こ

ろ

で

ど

う
な

る

も
の

で

も

な
い

と

思
っ

て

い

た

で

あ

ろ

う
が

、

そ

れ

で

も

晋

朝
の

臣
と
し

て

は

言
っ

て

お

か

ね
ば

な
ら

な
か
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

し

か

し
｝

面

で

は
、

劉

裕
の

よ

う
な
王

朝

簒
奪
の

臣
の

存
在

に
よ
っ

て
、

ど

こ

ま

で

も

晋

朝
を
支
え

た

祖
父

謝
玄
の

存
在
は

更

に

輝
か

し
い

も
の

と

な
る

こ

と
も

、

ま

た

確
か

な

こ

と
で

あ
っ

た
。

　

4

東
晋
滅

亡

と

霊
運

　

そ
の

後
の

霊

運
に
つ

い

て

『

宋
書
』

本
伝
に

は
、

　
よ
り

　

仍
て

宋
國
の

黄

門
侍

郎
に

除
せ

ら

れ
、

相
國

従
事
中
郎
、

世
子

　

　

　
　

　

　
　

　
み

だ

　

左

衛
率

に

遷
る

。

輒
り

に

門
生

を

殺
す
に

坐

し

て
、

官
を

免
ぜ

　

ら

る
。

　

　
仍
除
宋
國
黄

門
侍
郎、

遷
相
國
従

事

中
郎
、

世
子
左

衛
率

。

坐

輒
殺

　

　
門
生、

免

官
。

と

記
さ

れ
て

い

る
。

劉

裕
は

義

熈

十
四

年
（

四
一

人
）

六

月

に

相

國

と

な
り

、

封
を

宋
公

に

進
め

ら
れ

、

翌

元
熈

元

年
に

は

宋
王

と

な

つ

た
。

霊

運
は

宋
國
の

黄

門
侍

郎
に

、

更
に

相
國

従
事

中
郎
、

世

子
左

衛
率
に

遷
っ

て

い

る
。

こ

こ

に

お
い

て

霊

運
は

完
全
に

劉

裕

の

臣
と

な
っ

た
。

こ

の

年
、

謝
霊

運
は
三

十
四

歳
で

あ
っ

た
。

　

こ

の

年
の

九

月
九

日

に

彭

城
（

今
の

徐
州
市
）

で

開
か

れ
た

重

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

こ

コ

せ
い

陽
の

宴
は
、

職
を

辭
し

て

退

休
す
る

宋
國
の

尚
書
令

孔

靖
の

送

別

を

兼
ね

て

い

た
。

霊

運

は

此
の

と

き

「

九

日
、

宋
公

の

戯
馬
台
の

集
ひ

に

従
ひ

て

孔

令
を

送

る
」

（

九

日

従
宋

公

戯
馬
台
集
送
孔

令
詩
）

を

作
っ

て

い

る
（

『

文

選
』

巻
二

十
）
。

そ
の

後
半

に

お

い

て

霊
運

は

次
の

よ

う
に

詠
っ

て

い

る
。

　

帰
り

ゆ

く
人
は

海
の

果
て

に

行
く

た

め

に
、

冠

を

ぬ

い

で

朝

廷

　

の

列

位
を

去

ろ

う

と

す
る

。

供
人

は

棹
を

お

さ
め

て

入

江
の

渚

　

に

船
を

寄
せ
、

日

景
を

指
し

な
が

ら

音
楽
の

終
わ

る
の

を
待
っ

　

て

い

る
。

　

河
の

流
れ

に

は

急
な

波
が

あ

る

し
、

馳
せ

ゆ

く

馬

車
に

緩

や

　

か

な

轍
な

ど

は

な
い
。

ど

う
し

て

遠
き
別

れ
の

名
残
お

し

さ

だ

　

け

で

あ

ろ

う

か
、

わ

が

宿
心
の

遂
げ

ら
れ

ぬ

こ

と

を

こ

の

別

　

れ

に

あ
た
っ

て

恥

ず
か

し

く
思
う
。

彼
の

美
わ

し

き
丘

園
の

道

　

よ
、

た
め

息
を
つ

い

て

薄
劣
な

る

己

を

傷
む

こ

と
で

あ
る

。

　

帰
客
遂
海
隅

、

脱
冠

謝
朝
列

。

弭

棹

薄
枉

渚、

指
景
待

樂
関。

　

河
流

有
急
瀾

、

浮
驂

無
緩
轍

。

豈
伊
川

途

念、

宿
心

愧

将
別
。

　

彼
美
丘

園
道

、

喟
焉

傷
薄
劣

。

霊

運
は

こ

の

よ

う
に

、

宿
心
、

す
な
わ

ち
丘

園
へ

の

隠

棲
を
遂
げ

る

こ

と

の

で

き
な
い

自

分
を

恥
じ

て
い

る
。

或
い

は

孔

靖
の

隠

棲

は
、

東

晋
に

代
わ
ら

ん

と

す
る

劉
裕
に

こ

れ

以
上
つ

い

て

い

く

こ

と

で

き
な

か

っ

た
、

そ

の

た

め

の

東
帰
で

あ
っ

た

の

か

も
し

れ

な

い
。

も
し

そ

う

で

あ
れ

ば

謝
安

、

謝
玄

が

懸
命
に

支
え

て

き

た
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晉
を
見

捨
て

て

宋
に

仕
え

て

い

る

霊

運

の

胸
の

内
は

此
の

上

な
く

つ

ら
い

も
の

で

あ
っ

た
ろ

う
。

霊
運

は

義
熈

十
一

年
の

「

従
弟
の

弘
元

に

贈
る

」

詩
に
、

　

私
は

心
に

恥

じ

る
こ

と

厚
い

も
の

が

あ
る

が
、

行
き
迷

う
こ

と

　

は

未
だ
そ

れ

ほ

ど

遠

く
は

な
い

。

平
生
の

ち
ょ

っ

と

し

た

言

葉

　

に

も
誠

を
尽

く
し
、

旧

交
を

変
ず
る

よ

う
な
こ

と

は

し

な
い

つ

　

も
り

だ
。

棹
を
整
え

て

風
向

き
を

伺
い
、

天

候

を
見

計
ら
っ

て

　
一

緒
に

郷
里

に

反

る

こ

と

に

し

よ

う
。

　

　

心

愧
雖
厚、

行

迷
未
遠

。

平
生

結
誠
、

久

要

罔
転

。

　

　

警
掉
候
風、

側

望
雙
反

。

こ

の

よ

う
に

隠
棲
の

願
い

を

詠
じ

て

い

る
が

、

こ

れ

も
晉

朝
を
宋

朝
に

乗
り

換
え

る

こ

と

に

つ

い

て

の

自

責
の

念
に

よ

る

も
の

で

あ

ろ

う
か
。

　

さ
て

、

二

姓
に

仕
え

る
こ

と

に

な
っ

た

霊

運
に

は
、

や

は

り

内

心

忸

怩
た

る

も
の

が

あ
っ

た

で

あ
ろ

う
が
、

い

ま
や

霊
運

は

謝
氏

の

中
心

と

な
り
、

王

朝
の

交

代
を

超
え

て

謝
氏

を

守
っ

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら
な
い

立

場
に

あ
っ

た
。

そ
の

よ

う
な
、

細
心
の

注

意

を
は

ら
っ

て

対

処

し

な

け
れ

ば
な

ら

な
い

状
況
に

あ

り

な

が

ら
、

其
の

「

褊
激
」

（
『

宋
書
』

本
伝）

な

る

性
格

の

故

に

で

あ

ろ

う
、

霊

運
は

殺
人

事

件
を

犯

し

て

し

ま

う
。

『

宋

書
』

本
伝
に

よ

れ

ば

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

み

だ

恭

帝
の

元

熈

元

年
（
四
一

九
）

「

輒
り

に

門
生

を
殺

す
に

坐
し

て
、

官
を

免
ぜ

ら
る
」

と

あ
る

。

こ

れ

は

霊
運
の

門
生

で

あ
る

桂
興
が

、

霊

運
の

愛
妾
の

勾

搭
と

密
通
し
、

そ

れ

を

忿
っ

た

霊
運

が

桂
興

を

殺
し

て

江
に

投
げ
込

ん

だ
、

と

い

う

も
の

で

あ

る
。

当
時

、

権
勢

を

有
し

て

い

る

者
が

自

分
の

部
下
を

殺
し

て

も

そ

れ
ほ

ど

問
題

に

は

な
ら

な
か
っ

た

よ

う
で

あ
る

が
、

こ

の

時

は

そ

う
は
い

か

な

か

っ

た
。

御

史
中
丞
の

王

淮
之

は

霊

運
と

仲
が

好
く
、

そ
の

た

め

此

の

事
件
を

取
り

上

げ
る
つ

も

り

は

な

か

っ

た

が
、

霊
運

失
脚
の

機

会
を

窺
っ

て

い

た

反

対
派
の

尚

書
僕
射
の

王

弘

が
、

職
権
を
越

え

て

霊

運
を

弾
劾
し

、

そ

の

結
果

、

霊

運

は

勿
論
の

こ

と
、

王

淮
之

ま
で

免

官
に
な
っ

て

し

ま
っ

た
。

霊
運

二

度
目

の

免

官
で

あ

る
が
、

次
の

年
、

永

初
元

年
に

劉

裕
が

恭
帝
の

禅
り

を

受
け

て

帝

位
に

即

く

と
散

騎
常

侍
と

し

て

徴
さ

れ
て
い

る
。

　
東

晋
が

滅
ん

で

宋

朝
の

世
と

な

り
、

霊
運

は

宋
の

臣

と

な
っ

た
。

『

宋

書
』

本
伝
に

は
、

　
高

祖

命

を

受

く
る

や
、

公

爵
を

降
し

て

侯
と

為
し
、

食
邑

は

　
五

百
戸

。

起
ち
て

散

騎
常

侍
と

為
り

、

太

子

左

衛
率
に

轉
ず

。

　
　

　

　
　
た

へ
ん

げ

さ

　

あ

や
ま

　
霊

運

は

性
為

る

や

褊

激
、

禮
度

を

愆

る

こ

と

多
し

。

朝

廷
は

　
唯
だ

文

義
を

以
て

之

を

處
す
る
の

み
に

し

て
、

應

實
を

以
て

相

　
ゆ

る
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
よ

う

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

お

も

　

許
さ

ず
。

自

ら

才
能

宜
し

く

権
要
に

参

ず
べ

し

と

謂
ふ

に
、

　

既
に

見

知

さ
れ

ざ

れ

ば
、

常
に

憤
憤
を

懐
く

。

　
　

高
祖

受
命
、

降
公

爵

為
侯
、

食
邑
五

百
戸
。

起
為
散

騎
常
侍、

轉
太

　
　

子
左

衛
率

。

霊

運

為
性
褊
激
、

多
愆
禮
度。

朝

廷

唯
以

文
義
處
之

、

　
　

不

以
應

實
相

許
。

自
謂
才
能

宜

参

権
要、

既
不

見

知
、

常
懐
憤
憤

。

の

よ

う
に

記

す
。

「

公

爵
を

降
し

て

侯

と

為
」

す
と

は
、

父

祖

以

来
の

「

康
樂
公
、

食
邑
一

千
戸
」

が

「

康
樂
侯
、

食
邑
五

百

戸
」

に

降
格
さ

れ

た

こ

と
で

、

王

朝
が

交

代
し

た
こ

と

に

よ

る

処

置
で

あ
っ

た
。

霊

運

は
「

謝
封

康
楽

侯
表
」

を

奉
り

恩

を
謝
し

て

い

る
。

し

か

し

霊

運

に

対

す
る

待

遇
の

変
化
は

そ
れ
だ

け
で

な
く

、

そ
の
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「

為
性

褊
激
、

多
愆

禮

度
」

と

い

う
こ

と

も
あ
っ

て

か

政
事
に

は

関
わ

ら

せ

て

も
ら

え

ず
、

た

だ

「

文

義
」

の

事
に

関

与
さ

せ

る

だ

け
で

あ
っ

た
。

し

か

し

そ

れ

は

「

為
性

褊
激
」

と

い

う

だ

け
の

理

由
で

は

な
く
、

東
晋
の

遺
臣
、

そ

れ

も
重

臣
の

子
孫
で

あ

る

霊

運

に

対
す

る

不

信
の

念
に

由

る

も
の

で

あ
っ

た

ろ

う
。

高
祖
劉

裕
に

は
、

霊

運
を

政

治
面

で

重

用

す
る

気
持
は

最

初
か

ら

無
か
っ

た

の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

霊
運

が

そ

の

こ

と

に

気

付
か

な

か
っ

た

こ

と

が
、

そ

の

後
の

霊

運

の

運

命

を
狂
わ

せ

て

し

ま
っ

た
。

霊

運

は

自

分
の

才

能
に

自

信
を

持
ち

す

ぎ
て
、

周

囲
の

状
況
を

冷
静
に

判
断

す

る
こ

と
が

で

き
な
か

っ

た
の

で

あ

ろ

う
。

宋
朝
に

な
っ

て

か

ら

の

霊

運

の

動

き
に
つ

い

て

は
、

稿
を

改
め

て

見

て

い

く
。

（

注
）

 

　
「
謝
霊
運
の

『

理
』

と
陶
淵
明
の

『

眞
』」

（
安
田
女

子
大

学

『

中

国

　
学
論
集
』

第
三

五

号
）

 

謝
霊

運
の

二

句
二

文
」

に
つ

い

て

は
、

既
に

大

立

智
砂

子

「

謝
霊

　
運
五

言

詩
に

お

け

る

『

句
中
の

主
述
反

覆
』

に

つ

い

て
」

（

『

中

国

詩
文

　
論

叢
』

第
二

〇

集
）

が

あ

り
、

附
表

と

し

て

魏
晋
六

朝

に

お

け

る

用
例

　
が

ま

と
め

ら
れ
て

い

る。
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